
第
86
回
仏
教
文
化
講
演
会
記
録

親
鸞
聖
人
全
撰
述
英
訳
に
か
か
わ
る
仏
典
翻
訳
論

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編C

W
S

事
業
に
従
事
し
て

龍
谷
大
学
名
誉
教
授
・

元
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

武

田

龍

精

能
仁：

仏
教
文
化
研
究
所
は
、
一
九
六
一
年
、
当
時
の
増
山
顕
珠
学
長
の
と
き
に
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
一
般
に
関
す
る
総
合
的
研
究
所
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
て
、

学
際
的
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
度
に
は
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
発
展
的
に
改
組
さ
れ
、
今
年
度
で
仏
教
文
化
研
究
所
は
そ

の
使
命
を
終
え
ま
す
。
五
六
年
間
の
仏
教
文
化
研
究
所
の
活
動
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
最
後
を
飾
る
講
演
会
に
本
学
の
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
る
武
田
龍
精
先
生
を

お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
わ
れ
わ
れ
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

武
田
龍
精
先
生
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
配
り
し
て
い
る
チ
ラ
シ
の
中
に
も
少
し
載
っ
て
い
ま
す
が
、
一
九
四
〇
年
に
広
島
で
お
生
ま
れ
に
な

ら
れ
ま
し
て
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
英
語
英
米
文
学
科
を
卒
業
後
、
龍
谷
大
学
大
学
院
で
真
宗
学
を
専
攻
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ク

レ
ア
モ
ン
ト
神
学
院
で
も
学
問
を
研
鑽
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
三
年
に
龍
谷
大
学
に
奉
職
さ
れ
、
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
は
「
親
鸞
浄
土
教
と
西
田
哲
学
」

で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
真
宗
学
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
か
ら
浄
土
教
、
そ
し
て
西
洋
哲
学
や
神
学
に
至
る
ま
で
、
幅
広
く
御
研
究
を
な
さ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ご
見
識
の
も
と
、
二
〇
〇
二
年
に
は
文
科
省
の
私
立
大
学
学
術
高
度
推
進
化
事
業
に
よ
る
、
人
間
科
学
宗
教
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
長
年
、
先
生
は
仏
教
文
化
研
究
所
の
仏
典
翻
訳
部
の
主
任
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
親
鸞
の
著
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論



作
、
仏
教
の
著
作
な
ど
を
英
語
に
翻
訳
し
て
広
く
伝
え
て
い
く
と
い
う
研
究
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
国
際
研
究

部
門
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
は
応
用
研
究
部
門
の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
先
生
の
ご
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
世
界

仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、
今
回
、
武
田
先
生
を
こ
こ
に
お
迎
え
で
き
た
こ
と
を
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
後
、
四
時
二
〇
分
ぐ
ら
い
ま
で
先
生
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
て
、
質
疑
の
時
間
を
一
〇
分
〜
一
五
分
と
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
ご
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
親
鸞
聖
人
全
撰
述
英
訳
に
か
か
わ
る
仏
典
翻
訳
論
｜
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編C

W
S

事
業
に
従
事
し
て
｜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、C

W
S

と
い
う
の
は
、T

h
e C

o
llected

 
W
o
rk
s o

f S
h
in
ra
n

と
い
う
書
物
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
願
寺
か
ら
親
鸞
の
著
作
の
英
訳
が
出
版
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
先
生
が
ご
参
加
さ
れ
て
、
そ
の
と
き
の
い
ろ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
お
話
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
先
生
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

武
田：

仏
教
文
化
研
究
所
長
の
能
仁
先
生
、
身
に
余
る
御
紹
介
を
賜
わ
り
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
私
如
き
浅
学
菲
才
で
寡
徳
な
る
者
を
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
機
会
に

お
招
き
い
た
だ
き
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
能
仁
先
生
と
は
特
に
仏
典
翻
訳
部
で
の
研
究
会
・
討
論
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
し
て
永
年
御
教
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

改
め
て
甚
深
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

は
じ
め
に

さ
て
、
一
九
九
七
年
、
親
鸞
聖
人
全
著
述
の
英
訳T

h
e
 
C
ollected

 
W
orks

 
of
 
S
h
in
ran

(C
W
S
)

が
、
遂
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
国
際
部
よ
り
三
三
年
の
歳
月
を

要
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
の
著
述
を
漢
文
や
和
語
以
外
の
言
語
（
今
の
場
合
は
英
語
）
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
長
い
歴
史
的
変
遷
の
中
で
諸
義
が

込
め
ら
れ
て
来
た
漢
語
・
和
語
か
ら
そ
う
し
た
多
義
性
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
が
培
わ
れ
た
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
に
お
け
る
思
想
・
文
化
等
の
土
壌
・
発
想
か
ら

切
り
離
さ
れ
、
全
く
異
な
っ
た
、
そ
の
意
味
で
新
鮮
な
思
惟
や
革
新
的
な
解
釈
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

翻
訳
は
単
に
異
言
語
間
の
移
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
翻
訳
と
い
う
極
め
て
創
造
的
な
営
み
は
、
そ
れ
を
通
し
て
異
質
な
る
思
想
・
文
化
が
創
造
的
に
融
合
し
合
い
、
更

に
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
思
想
・
文
化
を
生
む
原
動
力
の
一
端
を
荷
い
ま
す
。
ひ
と
り
の
宗
教
家
（
実
践
行
者
）
の
思
想
を
理
解
す
る
場
合
、
宗
教
家
が
生
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き
た
時
代
の
思
想
背
景
（
思
想
史
的
背
景
）
な
ら
び
に
政
治
・
経
済
・
文
化
の
動
向
と
い
う
社
会
史
的
な
情
況
を
切
り
離
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
つ
の
古
典
的
テ
ク
ス
ト
を
解
読
す
る
場
合
、
テ
ク
ス
ト
を
正
確
か
つ
厳
密
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て
一
言
す
る
な
ら
ば
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
仏
典
翻
訳
研
究
会
の
企
画
事
業
と
し
て
、
代
表
者
と

な
り
同
僚
の
デ
ニ
ス
・
ヒ
ロ
タ
先
生
と
共
同
作
業
で
、
五
世
紀
半
か
ら
六
世
紀
半
に
成
立
し
た
曇
鸞
大
師
の
主
著
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生

註
』
上
下
二
巻
（『
大

正
蔵
』
四
〇
、n

o
.1819.

以
後
『
論
註
』
と
略
す
）
の
英
訳
本A

 
C
om
m
en
tary

 
on
 
th
e U

pad
esa
 
on
 
th
e S

u
tras of

 
Im
m
easu

rable L
ife an

d
 
th
e G

ath
a
 
of

 
A
spiration

 
for
 
B
irth

１
）

を
作
成
・
出
版
す
る
た
め
に
、
同
研
究
会
に
お
い
て
数
年
間
緻
密
な
合
同
討
議
を
重
ね
、
翻
訳
草
稿
本
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
経

験
を
通
し
て
今
言
え
る
こ
と
は
、『
論
註
』
の
漢
文
を
正
確
に
読
解
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
外
国
人
に
と
っ
て
は
至
難
の
業
で
あ
り
、
理
解
の
困
難
な
箇
所
が
か
な
り
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
部
分
の
解
明
は
こ
れ
か
ら
研
鑽
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
古
典
中
国
語
の
習
得
が
必
修
で
あ
り
ま
す
。
若
き
曇

鸞
浄
土
仏
教
研
究
者
に
は
是
非
と
も
古
典
中
国
語
を
自
由
自
在
に
駆
使
で
き
る
ほ
ど
の
語
学
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
、『
論
註
』
に
完
璧
な
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ

ー
ク
を
施
し
て
欲
し
い
。
今
で
も
思
い
出
す
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
を
研
究
会
の
中
で
い
つ
も
強
く
要
請
さ
れ
て
い
た
の
は
長
尾
雅
人
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
た

と
え
現
代
中
国
語
で
も
よ
い
か
ら
習
得
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
将
来
の
研
究
者
を
励
ま
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

翻
訳
を
構
成
す
る
基
本
的
要
素

親
鸞
聖
人
全
撰
述
を
英
訳
す
る
と
い
う
翻
訳
行
為
が
成
り
立
つ
た
め
に
必
要
な
主
要
構
成
要
素
は
、
以
下
の
如
く
四
分
野
に
要
約
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ
（
１
）
親
鸞
聖
人
の
宗
教
経
験S

h
in
ra
n
’s
 
R
elig

io
u
s
 
E
x
p
erien

ce
、（
２
）
撰
述
（
経
論
釈
）th

e
 
C
o
llected

 
W
o
rk
s
 
o
f
 
S
h
in
ra
n

、（
３
）
教
法
・
教
義

T
ea
ch
in
g
s a

n
d D

o
ctrin

es

、（
４
）
撰
述
言
語
（
古
典
中
国
語
・
古
語
）C

la
ssica

l C
h
in
ese a

n
d C

la
ssica

l Ja
p
a
n
ese

（
５
）
親
鸞
聖
人
の
歴
史
的
背
景
を
構
成

す
る
時
代
的
要
素
（
一
二
世
紀
〜
一
三
世
紀
）S

h
in
ra
n
’s H

isto
rica

l B
a
ck
g
ro
u
n
d

、（
６
）
撰
述
の
意
図
・
目
的S

h
in
ra
n
’s In

ten
tio
n
 
a
n
d
 
P
u
rp
o
se fo

r h
is

 
W
o
rk
s

。

Ⅱ
（
１
）
七
高
僧
の
宗
教
経
験S

ev
en
 
V
en
era

b
le M

a
sters’

R
elig

io
u
s E

x
p
erien

ces
、（
２
）
七
高
僧
撰
述
（
論
釈
疏
）T

h
eir C

o
m
m
en
ta
ries a

n
d
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In
terp

reta
tio
n
s

、（
３
）
七
高
僧
教
法
・
教
義T

h
eir T

ea
ch
in
g
s a

n
d
 
D
o
ctrin

es

、（
４
）
七
高
僧
撰
述
言
語
（
梵
語
・
古
典
中
国
語
・
古
語
）S

a
n
sk
rit,

C
la
ssi-

ca
l C

h
in
ese a

n
d
 
C
la
ssica

l Ja
p
a
n
ese

（
５
）
七
高
僧
の
歴
史
的
背
景
を
構
成
す
る
時
代
的
要
素
（
二
世
紀
〜
一
三
世
紀
）T

h
eir H

isto
rica

l B
a
ck
g
ro
u
n
d
s

、

（
６
）
七
高
僧
撰
述
の
意
図
・
目
的T

h
eir In

ten
tio
n a

n
d P

u
rp
o
se fo

r th
eir W

o
rk
s

。

Ⅲ
（
１
）
翻
訳
者
の
宗
教
経
験T

ra
n
sla
to
rs’

R
elig

io
u
s E

x
p
erien

ce

、（
２
）
翻
訳
者
の
母
国
語
（
英
語
・
日
本
語
）T

ra
n
sla
to
rs’

M
o
th
er T

o
n
g
u
es

(E
n
g
-

lish a
n
d Ja

p
a
n
ese)

、（
３
）
翻
訳
言
語
（
英
語
）E

n
g
lish

、（
４
）
翻
訳
者
の
時
代
的
要
素
（
二
〇
世
紀
後
半
）T

ra
n
sla
to
rs’

H
isto

rica
l B

a
ck
g
ro
u
n
d

、（
５
）
翻

訳
の
意
図
・
目
的T

ra
n
sla
to
rs’

In
ten

tio
n a

n
d P

u
rp
o
se

。

Ⅳ
（
１
）
聞
法
者
（
読
者
）
の
宗
教
経
験H

ea
rers’

R
elig

io
u
s E

x
p
erien

ces o
f D

h
a
rm
a

、（
２
）
聞
法
者
の
母
国
語
（
英
語
）H

ea
rers’

M
o
th
er T

o
n
g
u
e

(E
n
g
lish

)

、（
３
）
聞
法
者
の
時
代
的
要
素
（
二
一
世
紀
）H
ea
rers’

H
isto

rica
l B

a
ck
g
ro
u
n
d
s

、（
４
）
聞
法
者
の
意
図
・
目
的H

ea
rers’

In
ten

tio
n
 
a
n
d

 
P
u
rp
o
se

。

Ⅰ

親
鸞
聖
人

（
１
）
宗
教
経
験S

h
in
ra
n
’s R

elig
io
u
s E

x
p
erien

ce

親
鸞
聖
人
の
宗
教
経
験
に
は
、
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
、
聖
人
の
自
己
自
身
に
し
か
体
解
出
来
な
い
宗
教
経
験
の
部
分
が
必
ず
あ
る
筈
で
あ
り
ま
す
。
宗
教
経
験
の
み
な

th

ず
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
に
お
い
て
体
験
す
る
諸
経
験
に
お
い
て
も
、
経
験
者
自
身
に
し
か
知
り
得
な
い
側
面
が
、
未
顕
出
さ
れ
な
い
ま
ま
必
ず
残
存
す
る
筈
で

あ
り
ま
す
。
体
験
者
と
な
ら
な
い
限
り
ま
っ
た
く
同
一
の
経
験
は
持
ち
え
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
部
分
を
「
存
在
論
的
実
存
経
験
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。
そ
れ

は
実
は
言
語
的
表
現
・
認
識
論
的
思
惟
を
越
え
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
行
文
類
」
一
乗
海
釈
の
一
乗
嘆
徳
に
「
敬
つ
て
一
切
往
生
人
等
に
ま
う
さ
く
、
弘
誓
一
乗
海
は
、
無
碍
無
辺
最
勝
深
妙
不
可
説
不
可
称
不
可
思
議
の
至
徳
を
成
就
し

た
ま
へ
り
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
誓
願
不
可
思
議
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
的
表
現
も
認
識
論
的
思
惟
も
共
に
越
え
て
い
る
よ
う
な

「
弘
誓
一
乗
海
」T

h
e o

cea
n o

f th
e O

n
e V

eh
icle,

th
e u

n
iv
ersa

l V
o
w

は
、
宗
教
経
験
を
言
語
化
す
る
場
合
の
常
套
手
段
の
一
方
法
で
あ
る
譬
喩
や
ア
ナ
ロ
ジ
ー

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
ま
す
。
一
乗
海
釈
に
お
い
て
も
二
十
八
の
譬
喩
が
駆
使
さ
れ
て
、「
弘
誓
一
乗
海
」
が
何
た
る
か
を
譬
喩
的
言
語
表
現
を
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
伝
え

六
九

親
鸞
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よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
五
例
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
如
く
で
す
。

１

悲
願
（
弘
誓
一
乗
海
）
は
た
と
へ
ば
太
虚
空
の
ご
と
し
、
も
ろ
も
ろ
の
妙
功
徳
広
無
辺
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。T

h
e V

o
w
 
o
f co

m
p
a
ssio

n
 
is lik

e v
a
st sp

a
ce,

fo
r a
ll its ex

cellen
t v
irtu

es a
re b

ro
a
d a

n
d b

o
u
n
d
less.

２

な
ほ
大
車
の
ご
と
し
、
あ
ま
ね
く
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
凡
聖
を
運
載
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。It is lik

e a
n im

m
en
se ca

rt,
fo
r it ca

rries a
ll p

eo
p
le

｜w
h
eth

er
 

ig
n
o
ra
n
t o
r w

ise

｜w
h
erev

er th
ey m

a
y b

e.

３

な
ほ
妙
蓮
華
の
ご
と
し
、
一
切
世
間
の
法
に
染
せ
ら
れ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。It is lik

e a w
o
n
d
erfu

l lo
tu
s b

lo
sso

m
,
fo
r it is n

o
t sta

in
ed b

y a
n
y
th
in
g in

 
th
e w

o
rld
.

４

な
ほ
厳
父
の
ご
と
し
、
一
切
も
ろ
も
ろ
の
凡
聖
を
訓
導
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。It is lik

e a strict fa
th
er,

fo
r it g

iv
es g

u
id
a
n
ce to a

ll,
b
o
th th

e ig
n
o
ra
n
t

 
a
n
d th

e w
ise.

５

な
ほ
悲
母
の
ご
と
し
、
一
切
凡
聖
の
報
土
真
実
の
因
を
長
生
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。It is lik

e a co
m
p
a
ssio

n
a
te m

o
th
er,

fo
r it g

iv
es b

irth to a
n
d n

u
rtu
res

 
th
e tru

e a
n
d rea

l ca
u
se o

f b
irth in th

e fu
lfilled la

n
d fo

r a
ll,
b
o
th th

e ig
n
o
ra
n
t a
n
d th

e w
ise.

「
不
可
思
議
の
名
号
を
称
念
し
な
が
ら
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
の
大
悲
の
誓
願
を
疑
ふ
。」
と
い
う
宗
教
経
験
に
は
、
不
可
称
・
不
可
説
・
不
可
思
議
と
い
う
「
在

り
方
」
の
特
徴
が
よ
く
彰
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
可
称
・
不
可
説
・
不
可
思
議
な
る
が
故
に
、
わ
れ
わ
れ
定
散
自
力
の
行
人
で
あ
る
凡
夫
に
と
っ
て
は
、
不
可
思
議
の
仏

智
を
疑
惑
し
て
信
受
し
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
如
来
の
尊
号
」
を
「
我
が
善
根
」
と
し
て
、
己
れ
自
身
が
積
集
し
て
き
た
善
根
だ
と
思
っ
て
、
己

れ
の
浄
土
往
生
の
た
め
に
「
回
向
し
て
果
遂
の
ち
か
ひ
を
た
の
む
」
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
こ
そ
が
、
不
可
思
議
の
仏
智
に
対
す

る
疑
惑
の
念
が
生
起
し
て
い
る
在
り
方
で
あ
り
ま
す
。
他
力
廻
向
が
自
力
廻
向
に
退
落
し
て
、
最
も
深
い
自
力
執
著
心
と
な
る
現
実
相
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

「
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
の
大
悲
の
誓
願
」
な
る
が
故
に
、
親
鸞
聖
人
は
「
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
は
、
邪
見
・

慢
の
悪
衆
生
、
信
楽
受
持
す
る
こ
と
は
な
は
だ
も

つ
て
難
し
。
難
の
な
か
の
難
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。」
と
『
正
信

』
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
」
を
信
楽
受
持
す
る
こ
と
が
、「
邪
見
・

慢
の

悪
衆
生
」
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、「
極
難
信
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
凡
夫
存
在
の
実
存
的
根
柢
に
巣
食
う
最
も
深
い
自
力
執
著
心
の
現
実

相
は
、
逆
対
応
的
に
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
の
大
悲
誓
願
の
尽
十
方
無
碍
光
に
よ
っ
て
照
破
さ
れ
ま
す
。

七
〇
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人
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『
唯
信
鈔
文
意
』n

o
.2

に
は
、「
如
来
尊
号
甚
分
明

十
方
世
界
普
流
行

但
有
称
名
皆
得
往

観
音
勢
至
自
来
迎
」（
五
会
法
事
讃
）
の
文
を
取
り
上
げ
て
、
阿
弥
陀
如

来
の
「
尊
号
」
に
つ
い
て
次
の
如
く
釈
さ
れ
ま
す
。

「
尊
」
は
た
ふ
と
く
す
ぐ
れ
た
り
と
な
り
、「
号
」
は
仏
に
成
り
た
ま
う
て
の
ち
の
御
な
を
申
す
、
名
は
い
ま
だ
仏
に
成
り
た
ま
は
ぬ
と
き
の
御
な
を
申
す
な
り
。
こ

の
如
来
の
尊
号
は
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
に
ま
し
ま
し
て
、
一
切
衆
生
を
し
て
無
上
大
般
涅
槃
に
い
た
ら
し
め
た
ま
ふ
大
慈
大
悲
の
ち
か
ひ
の
御
な
な
り
。
こ

の
仏
の
御
な
は
、
よ
ろ
づ
の
如
来
の
名
号
に
す
ぐ
れ
た
ま
へ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
誓
願
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

「
名
号
」
と
い
う
概
念
は
、
浄
土
仏
教
に
お
い
て
は
核
心
的
な
観
念
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
た
だn

a
m
e

と
い
う
英
訳
で
は
、「
名
号
」
と
い
う
言
葉
が
持
っ

て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。「
名
号
」
に
は
中
国
浄
土
仏
教
で
漢
訳
さ
れ
て
以
来
長
い
歴
史
を
通
し
て
培
わ
れ
て
来
た
深
いim

p
lica

tio
n
 
a
n
d
 
sig
n
ifi-

ca
n
ce

が
、「
ミ
ョ
ウ
ゴ
ウ
」
と
い
う
響
き
に
は
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。
し
か
し
、n

a
m
e

で
は
ま
っ
た
く
伝
わ
ら
な
い
。「
浄
土
真
宗
」
で
は
「
御
名
号
」
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
に
次
の
如
く
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

法
敬
坊
、
蓮
如
上
人
へ
申
さ
れ
候
ふ
。
あ
そ
ば
さ
れ
候
ふ
御
名
号
焼
け
ま
う
し
候
ふ
が
、
六
体
の
仏
に
な
り
ま
う
し
候
ふ
、
不
思
議
な
る
こ
と
と
申
さ
れ
候
へ
ば
、

前
々
住
上
人
（
蓮
如
）
そ
の
と
き
仰
せ
ら
れ
候
ふ
。
そ
れ
は
不
思
議
に
て
も
な
き
な
り
。
仏
の
仏
に
御
成
り
候
ふ
は
不
思
議
に
て
も
な
く
候
ふ
。
悪
凡
夫
の
弥
陀
を

た
の
む
一
念
に
て
仏
に
成
る
こ
そ
不
思
議
よ
と
仰
せ
ら
れ
候
ふ
な
り
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
名
前
もn

a
m
e

と
訳
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
名
前
と
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
と
が
同
一
の
呼
称
で
英
語
で
は
呼
ば
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
表
記

法
と
し
て
は
全
く
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、n

a
m
e

で
は
表
現
で
き
な
いco

n
n
o
ta
tio
n

（
言
外
の
意
味
。
語
の
本
来
の
意
味
か
ら
暗
示
さ
れ
る
第
二
義
的
情
的
意
味
）

を
「
名
号
」
と
い
う
表
現
に
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
点
に
英
訳
の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
信
心
」
と
い
う
言
葉
に
も
同
様
の
限
界
が
見
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
歎
異
抄
』
後
序
に
以
下
の
如
く
あ
り
ま
す
。

聖
人
（
親
鸞
）
の
つ
ね
の
仰
せ
に
は
、「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
の
業
を

も
ち
け
る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
御
述
懐
候
ひ
し
こ
と
を
、
い
ま
ま
た
案
ず
る
に
、
善
導
の

「
自
身
は
こ
れ
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
つ
ね
に
し
づ
み
、
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
身
と
し
れ
」（
散
善
義
）
と
い
ふ

七
一
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鸞
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金
言
に
、
す
こ
し
も
た
が
は
せ
お
は
し
ま
さ
ず
。
さ
れ
ば
か
た
じ
け
な
く
、
わ
が
御
身
に
ひ
き
か
け
て
、
わ
れ
ら
が
身
の
罪
悪
の
ふ
か
き
ほ
ど
を
も
し
ら
ず
、
如
来

の
御
恩
の
た
か
き
こ
と
を
も
し
ら
ず
し
て
迷
へ
る
を
、
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
が
た
め
に
て
候
ひ
け
り
。
ま
こ
と
に
如
来
の
御
恩
と
い
ふ
こ
と
を
ば
沙
汰
な
く
し
て
、
わ

れ
も
ひ
と
も
、
よ
し
あ
し
と
い
ふ
こ
と
を
の
み
申
し
あ
へ
り
。

ま
さ
し
く
こ
の
文
に
い
う
「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。」
の
「
親
鸞
一
人
」
こ
そ
、「
存
在
論
的
実
存

経
験
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
わ
が
御
身
に
ひ
き
か
け
て
…
…
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
が
た
め
に
て
候
ひ
け
り
」
と
い
う
言
葉
に
も
、「
存
在
論
的
実
存
経
験
」
が
如
何
に
し

て
伝
わ
る
の
か
が
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
親
鸞
聖
人
の
歴
史
的
背
景
を
構
成
す
る
時
代
的
要
素
（
一
二
世
紀
〜
一
三
世
紀
）S

h
in
ra
n
’s H

isto
rica

l B
a
ck
g
ro
u
n
d

Ⅰ
（
５
）
の
親
鸞
聖
人
の
同
時
代
性
（
世
界
観
・
価
値
観
・
倫
理
観
・
政
治
・
経
済
・
文
化
・
社
会
状
況
等
々
）
も
、
実
は
、
二
一
世
紀
の
世
界
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
は
、
実
地
に
直
接
体
験
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
同
時
代
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
出
来
る
限
り
広
く
深
い
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ンim

a
g
in
a
tio
n

の
能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
否
応
な
く
二
一
世
紀
の
同
時
代
性
に
根
差
し

限
定
さ
れ
た
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
し
か
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
常
に
行
っ
て
い
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
行
為
は
重
要
で
す
。
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
は
常
に
類
推a

n
a
lo
g
ica
l in

feren
ce

が
働
い
て
お
り
、
そ
こ
に
「
何
か
新
た
な
も
の
」「
新
し
さ
」so

m
eth

in
g
 
n
ew
,
n
o
v
elty

が
生
起
す
る
「
創
造
活

動
」crea

tiv
ity

が
惹
起
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
時
代
性
の
異
時
相
を
結
合
さ
せ
る
架
け
橋
の
役
割
を
荷
な
う
貴
重
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。

翻
訳
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
行
為
も
実
は
あ
る
種
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
翻
訳
の
う
ち
に
も
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
な
「
創
造
活
動
」
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
漢
訳
経
典
が
英
訳
経
典
に
転
換
さ
れ
る
時
、
必
ずso

m
eth

in
g
 
n
ew
,
n
o
v
elty

が
起
こ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
親
鸞
浄
土
仏
教
思
想
に
お
け
る
最
も
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
「
真
実
」
と
い
う
漢
語
が
あ
り
ま
す
。C

W
S

で
は
、
常
にtru

e a
n
d rea

l

と
英
訳
さ
れ
ま
す
。
漢
語
「
真
実
」
が
英
語tru

e a
n
d rea

l

に

変
換
さ
れ
る
や
否
や
、「
真
実
」
が
浄
土
仏
教
の
伝
統
の
中
で
育
ま
れ
て
来
た
浄
土
仏
教
的
諸
義
が
、

T
ru
th
 
a
n
d
 
R
ea
lity

”

と
い
う
西
洋
哲
学
史
を
内
包
し
て
い
る

二
つ
の
英
語
世
界
を
構
成
し
て
い
る
諸
義
の
場
に
一
気
に
飛
び
込
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
い
わ
ば
西
洋
哲
学
伝
統
の
中
で
多
く
の
哲
学
者
が
、T

ru
th

と
は
何
か
、R

ea
lity

と
は
何
か
、
に
答
え
て
来
た
諸
哲
学
と
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
必
然
的
に
受
け

七
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る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ハ
ン
ス
・
ゲ
オ
ル
ク
・
ガ
ダ
マ
ー
（
一
九
〇
〇

二
〇
〇
二
）『
真
理
と
方
法
』T

ru
th
 
an
d
 
M
eth
od

第
二
部
に
お
け
る
「
哲
学
的

解
釈
学
」
に
「
過
去
か
ら
伝
承
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
先
ず
解
釈
者
に
語
り
か
け
、
問
い
か
け
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
の
内
容
の
真
実
性
に
動
か
さ
れ
、
解
釈
者
に

と
っ
て
自
明
で
無
意
識
で
あ
っ
た
も
の
（
先
入
見
）
が
自
明
性
を
失
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
解
釈
者
は
、
自
ら
の
先
入
見
を
吟
味
し
、
テ
ク
ス
ト
に
問
い
を
立

て
る
よ
う
に
な
る
。」（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を
論
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
（
一
八
六
一

一
九
四
七
）『
過
程
と
実
在
』P

rocess an
d
 
R
eality

に
お
け
るS

p
ecu

la
tiv
e P

h
ilo
so
p
h
y
,
P
h
ilo
so
p
h
y
 
o
f O

rg
a
n
ism

と
呼
ば
れ
る
実
在
論
、
宇
宙
論
な
ど
は

仏
教
的
思
惟
に
近
似
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ン
（
一
八
九
七

二
〇
〇
〇
）
は
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
哲
学
をN

eo
-B
u
d
d
h
ism

と
も
呼
ん

で
お
り
ま
す
。

こ
の
哲
学
史
的
事
実
に
は
、
実
は
逆
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
起
こ
り
得
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
曇
鸞
・
親
鸞
両
浄
土
仏
教
に
お
け
る
「
真
実
」
が
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
含
意

im
p
lica

tio
n
s a

n
d co

n
n
o
ta
tio
n
s

が
、
西
洋
哲
学
に
お
け
るT

ru
th a

n
d R

ea
lity

に
含
ま
れ
て
い
る
諸
義
に
対
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
与
え
る
と
い
う
可
能
性
で
す
。

そ
れ
は
小
さ
な
さ
ざ
な
み
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
仏
教
思
想
と
西
洋
思
想
と
の
創
造
的
交
流
・
融
合
が
生
起
す
る
可
能
性
の
場
を
開
き
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
相
互
に
新

し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
こ
と
を
も
同
時
に
意
味
し
て
お
り
ま
す
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
交
流
・
融
合
が
、
梵
語
経
典
が
漢
訳
経
典
に
転
換
さ
れ
た
時
に
も
歴

史
的
事
実
と
し
て
起
こ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

そ
の
典
型
的
な
一
例
が
、
大
無
量
寿
経
の
「
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」A

ll receiv
e th

e b
o
d
y o

f n
a
tu
ra
ln
ess

(jin
en
)
o
r o
f em

p
tin
ess,

th
e b

o
d
y o

f
 

b
o
u
n
d
lessn

ess.

に
含
ま
れ
る
「
自
然
」「
虚
無
」「
無
極
」
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
す
み
や
か
に
寂
静
無
為
の
楽
に
入
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
信
心
を
も
つ
て
能
入
と

す
と
い
へ
り
。」S

w
ift en

tra
n
ce in

to th
e city o

f tra
n
q
u
illity

,
th
e u

n
crea

ted
,
is n

ecessa
rily b

ro
u
g
h
t a
b
o
u
t b
y sh

in
jin
.

や
「
前
念
に
命
終
し
て
後
念

に
す
な
は
ち
か
の
国
に
生
じ
て
、
長
時
永
劫
に
つ
ね
に
無
為
の
法
楽
を
受
く
」In o

n
e th

o
u
g
h
t-m

o
m
en
t life en

d
s,
in th

e n
ex
t y
o
u a

re im
m
ed
ia
tely b

o
rn in

 
th
a
t la

n
d
,
a
n
d th

ere y
o
u w

ill co
n
sta
n
tly en

jo
y th

e p
lea
su
re o

f th
e u

n
crea

ted d
h
a
rm
a fo

r en
d
less k

a
lp
a
s.

な
ど
の
「
無
為
」
と
い
う
概
念
も
含
ま

れ
ま
す
。

す
で
に
藤
田
宏
達
先
生２

）ほ
か
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
自
然
・

無
・
無
極
・
無
為
と
い
う
概
念
は
、
老
子
・
荘
子
・
淮
南
子
な
ど
道
教
思

想
の
核
心
を
形
成
す
る
重
要
な
用
語
で
あ
り
、
大
無
量
寿
経
が
漢
訳
さ
れ
た
折
に
翻
訳
家
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
異
な
る
思
想
や
宗
教
・
文
化
が
邂
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逅
す
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
特
に
翻
訳
を
通
し
て
相
互
に
影
響
し
融
合
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
た
な
文
化
が
そ
の
よ
う
な
創
造
的
融
合
や
出
遇
い
か
ら
起
こ

っ
て
き
た
の
も
歴
史
的
事
実
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
浄
土
仏
教
思
想
に
お
け
る
「
虚
無
」
の
概
念
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
心
荘
厳
報
土
に
往
生
す
る
往
生
者
の
「
在
り
方
」
と
密
接
に
関
係
し
て
お

り
、
親
鸞
浄
土
仏
教
の
独
自
性
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
虚
無
」
は
け
っ
し
て
静
止
的
な
絶
対
概
念
で
は
な
い
。
英
訳
で
はn

o
th
in
g
n
ess

と
訳
さ
れ
、
現
代

語
訳
で
は
「
と
ら
わ
れ
を
離
れ
た
無
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無３

）」
に
も
通
底
す
る
概
念
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
ま
た
西
谷
啓
治
先
生４

）が
、
い

わ
ゆ
る
ニ
ー
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
虚
無
」
と
関
連
づ
け
な
が
ら
中
観
哲
学
の
「
空
」
を
深
い
「
哲
学
的
思
惟
」
を
駆
使
し
て
新
た
な
解
明
の
光
を
あ
て
ら
れ

た
こ
と
と
も
通
底
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
敢
え
て
い
え
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
「
有
機
体
哲
学
」
に
お
け
る
普
遍
概
念
で
あ
る
「
創
造
性
」crea

tiv
ity

５
）

と

も
発
展
的
な
近
似
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

親
鸞
浄
土
仏
教
に
お
い
て
は
、「
虚
無
」
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
無
尽
蔵
な
る
大
悲
的
活
動
を
可
能
態
と
し
て
蔵
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
悲
的
活

動
の
形
而
上
学
的
原
理
で
あ
り
根
源
で
あ
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
「
虚
無
」
的
原
理
で
あ
り
、「
絶
対
無
」
的
原
理
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
絶
対
無
」

的
原
理
に
基
づ
い
て
、
大
悲
的
活
動
へ
と
さ
ら
に
具
現
化
し
た
概
念
定
義
が
、「
虚
無
は
す
な
は
ち
こ
れ
解
脱
な
り
、
解
脱
は
す
な
は
ち
こ
れ
如
来
な
り
」
で
あ
り
ま
す
。

「
如
来
」
へ
の
展
開
が
、「
解
脱
」
を
「
虚
無
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
虚
無
」
を
い
わ
ば
媒
介
と
し
て
大
悲
的
活
動
へ
と
展
開
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
如
来
」

存
在
は
、
も
は
や
単
な
る
観
念
的
な
如
来
存
在
で
は
な
く
、「
絶
対
無
」
的
原
理
の
具
現
的
表
現
と
し
て
、「
如
来
」
に
出
遇
う
者
を
し
て
「
絶
対
無
」
的
原
理
の
視
座
へ

と
常
に
立
た
し
め
る
大
悲
的
活
動
存
在
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
活
動
的
側
面
を
言
表
し
た
の
が
「
如
来
は
す
な
は
ち
こ
れ
虚
無
な
り
、
非
作
の
所
作
な
り
」
で
あ
り

ま
す
。「
非
作
の
所
作
」th

e a
ctiv

ity
 
o
f n

o
n
a
ctin

g

と
い
う
「
在
り
方
」
が
、
わ
れ
わ
れ
「
如
来
」
邂
逅
者
を
し
て
「
絶
対
無
」
的
原
理
の
視
座
へ
と
常
に
立
た
し

め
る
大
悲
的
活
動
形
態
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ⅱ
（
５
）
曇
鸞
大
師
の
歴
史
的
背
景
を
構
成
す
る
時
代
的
要
素
（
五
世
紀
〜
六
世
紀
）T

’a
n
-lu
a
n
’s H

isto
rica

l B
a
ck
g
ro
u
n
d

中
国
仏
教
思
想
史
の
な
か
で
「
北
魏
仏
教
」
に
つ
い
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
思
想
的
な
特
徴
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
曇
鸞
浄
土
仏
教
が
、
そ
う

し
た
歴
史
的
背
景
を
も
っ
て
、
中
国
の
大
乗
仏
教
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
、
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
契
機
を
こ
こ
で
把
握
し
て
お
き
た
い
と
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思
い
ま
す
。
漢
民
族
と
胡
族
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
い
る
固
有
の
民
族
意
識
お
よ
び
独
自
の
民
族
文
化
の
う
ち
に
底
位
し
て
い
る
相
違
が
、
ま
ず
問
題
と
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
宗
教
思
想
が
、
ど
の
よ
う
な
民
族
に
よ
っ
て
興
起
し
伝
承
さ
れ
た
か
、
た
と
え
、
そ
れ
ら
が
、
い
か
に
み
ず
か
ら
信
奉
せ
る
宗
教
の
世
界
性
・
普

遍
性
を
誇
示
し
よ
う
と
も
、
民
族
誕
生
以
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
民
族
意
識
（
民
族
感
情
を
も
含
め
た
よ
う
な
）
に
よ
る
限
定
か
ら
ま
ぬ
か
れ
る
も
の
で
は

な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

い
ま
、
南
北
朝
時
代
の
中
国
仏
教
を
考
え
ま
す
場
合
、
特
に
北
朝
の
華
北
は
、
民
族
文
化
の
視
点
か
ら
捉
え
ま
す
時
、
漢
・
胡
両
民
族
と
い
う
ま
っ
た
く
異
質
の
民
族

文
化
が
相
互
に
関
係
し
あ
う
特
異
な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。、
北
魏
の
歴
史
的
特
質
に
関
し
て
、
野
上
俊
静
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

北
魏
の
政
治
・
社
会
・
文
化
の
諸
方
面
に
、
タ
ク
バ
ツ
部
族
の
北
方
的
な
も
の
と
、
中
国
的
な
も
の
と
の
二
つ
が
、
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二

つ
の
接
触
・
反
発
・
融
合
な
ど
の
た
え
間
な
い
連
続
が
北
魏
の
歴
史
を
形
成
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い６

）。

鮮
卑
と
い
う
胡
族
の
文
化
は
、
漢
民
族
に
と
っ
て
は
外
来
文
化
で
す
。
胡
族
の
華
北
へ
の
進
入
に
よ
っ
て
、
江
南
に
逃
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
漢
民
族
は
、
江
南
の
地

に
あ
っ
て
、
高
踏
幽
玄
な
る
仏
教
論
議
に
専
念
し
、
仏
教
学
の
体
系
化
が
発
達
し
ま
し
た
。
彼
ら
漢
民
族
の
意
識
の
底
流
に
は
、
漢
文
化
へ
の
絶
対
視
、
儒
家
・
道
家
の

哲
学
が
、
彼
ら
の
思
惟
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
華
北
の
胡
族
に
つ
い
て
、
横
超
慧
日
先
生
は
次
の
如
く
特
色
付
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

国
家
主
権
の
性
質
上
、
漢
文
化
の
絶
対
視
に
立
つ
よ
り
は
、
胡
漢
両
文
化
の
対
等
視
が
原
則
的
で
あ
っ
た
。
漢
民
族
の
固
有
の
文
化
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
な
い
で

は
な
い
が
、
外
来
思
想
の
故
を
以
て
仏
教
を
差
別
し
排
斥
す
る
こ
と
は
国
家
構
成
の
基
本
精
神
が
許
さ
ぬ
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
仏
教
に
対
す
る
判
断
の
基
礎
を
な

す
も
の
は
、
成
心
を
以
て
そ
の
考
え
方
を
批
判
す
る
に
在
る
の
で
は
な
く
、
現
世
生
活
に
奉
仕
し
来
世
に
危
懼
す
る
民
衆
の
宗
教
心
を
満
足
さ
せ
る
か
否
か
に
か
か

っ
て
く
る７

）。

こ
こ
に
は
、
二
つ
の
こ
と
が
ら
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
第
一
に
、
胡
族
た
る
鮮
卑
は
外
来
の
民
族
で
あ
り
、
北
魏
は
そ
れ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
国
家
で
あ
っ
た
の
で
、

同
じ
外
来
の
仏
教
思
想
が
尊
重
さ
れ
た
点
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
経
典
が
華
北
に
お
い
て
漢
訳
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
し
て
、
訳
語
な
ど
を
通
し
て
、
漢
民
族
固
有
の
老
荘

思
想
や
民
族
信
仰
・
習
俗
な
ど
が
、
漢
訳
経
典
の
な
か
で
自
然
と
融
合
さ
れ
て
は
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
胡
族
に
と
っ
て
は
、
け
っ
し
て
漢
民
族
が
と
っ
た
よ
う
な
、
ど
こ

ま
で
も
漢
文
化
を
基
準
と
し
て
、
漢
民
族
の
伝
統
思
想
の
枠
組
み
を
設
定
し
、
そ
の
領
域
の
う
ち
で
、
異
質
な
外
来
文
化
を
受
容
す
る
と
い
う
姿
勢
は
と
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
外
来
文
化
を
あ
く
ま
で
も
外
来
の
、
す
な
わ
ち
異
質
性
を
内
包
し
た
文
化
形
態
の
ま
ま
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
仏
教
思
想
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
曇
鸞
大
師
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が
と
っ
た
姿
勢
に
も
、
か
か
る
両
文
化
の
交
差
す
る
精
神
的
風
土
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
一
面
が
う
か
が
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
曇
鸞
大
師
が
『
浄
土
論
』
の

題
名
に
あ
ら
わ
れ
る
「
優
婆
提
舎
」(u

p
a
d
esa

)

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
論
評
を
付
記
し
て
お
り
ま
す
。

梵
に
「
優
婆
提
舎
」
と
い
ふ
は
こ
の
間
（
中
国
｜
筆
者
註
）
に
正
名
あ
ひ
訳
せ
る
な
し
。
も
し
は
一
隅
を
挙
げ
て
名
づ
け
て
論
と
な
す
べ
し
。
正﹅
名﹅
訳﹅
せ﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
な﹅
き﹅

所﹅
以﹅
は﹅
、
こ﹅
の﹅
間﹅
に﹅
も﹅
と﹅
仏﹅
ま﹅
し﹅
ま﹅
さ﹅
ざ﹅
る﹅
を﹅
も﹅
つ﹅
て﹅
の﹅
ゆ﹅
ゑ﹅
な﹅
り﹅
。
こ
の
間
の
書
の
ご
と
き
は
、
孔
子
に
つ
き
て
経
と
称
す
。
余
人
の
制
作
み
な
名
づ
け
て
子
と

な
す
。
国
史
・
国
紀
の
た
ぐ
ひ
各
別
の
体
例
な
り
。
し
か
る
に
仏
の
所
説
の
十
二
部
経
の
な
か
に
論
議
経
あ
り
、
優
波
提
舎
と
名
づ
く
。
も
し
ま
た
仏
の
も
ろ
も
ろ

の
弟
子
、
仏
の
経
教
を
解
し
て
仏
義
と
相
応
す
れ
ば
、
仏
ま
た
許
し
て
優
波
提
舎
と
名
づ
く
。
仏
法
の
相
に
入
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。
こ
の
間
に
論
と
い
ふ
は
、

た
だ
こ
れ
論
議
の
み
。
あ
に
ま
さ
し
く
か
の
名
を
訳
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。（
傍
点
筆
者
）
８
）

特
に
、
傍
点
部
分
で
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
陀
は
中
国
に
出
現
し
た
も
う
た
方
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
「
優
婆
提
舎
」
に
対
応
す
る
概
念
は
中
国
に
は
な
い
と

い
う
の
で
す
。
上
記
の
な
か
で
、
仏
陀
が
説
か
れ
る
教
え
の
内
容
と
、
そ
れ
を
弟
子
が
理
解
し
、
そ
の
教
え
に
お
い
て
仏
陀
が
説
か
ん
と
さ
れ
た
仏
義
に
相
応
す
れ
ば
、

弟
子
の
解
義
も
「
優
婆
提
舎
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
陀
と
弟
子
と
い
う
異
な
っ
た
存
在
者
の
あ
い
だ
で
成
り
立
つ
、
あ
る
種
の
解

釈
学
的
視
点
か
ら
の
関
係
論
を
通
し
て
、
仏
教
思
想
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
柄
は
、
漢
字
の
「
論
」
で
は
含
意
・
伝
達
さ
れ
得
な
い
と
曇
鸞
大
師
は
指
摘
し

て
い
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
、「
優
婆
提
舎
」
と
「
論
」
と
に
か
か
わ
る
翻
訳
上
の
課
題
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、「
優
婆
提
舎
」
と
い
う
イ
ン
ド
語
の
背
景
に
あ
る
仏
教
的

思
惟
の
方
法
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
実
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
と
い
う
ふ
た
つ
の
文
化
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
異
相
を
、
い
か
に

関
連
づ
け
両
者
の
接
点
を
見
出
し
て
い
く
べ
き
か
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
華
北
と
い
う
地
に
お
い
て
、
対
外
的
に
は
、
イ
ン
ド
思
想
と
中
国
思
想
と
の
、
ま
た
、

対
内
的
に
は
、
胡
族
文
化
と
漢
民
族
文
化
と
の
両
極
が
、
接
点
を
求
め
て
、
曇
鸞
浄
土
仏
教
の
う
ち
に
収
斂
し
、「
優
婆
提
舎
」
と
い
う
仏
教
的
思
惟
方
法
を
媒
介
と
し

て
、
思
想
史
的
に
顕
在
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
華
北
の
特
色
と
し
て
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
南
朝
江
南
の
仏
教
者
が
、「
講
学
理
論
」「
高
踏
幽
玄
な
論
議
」「
教
理
上
の
理
論
構
成
」
を
目
標
と
し
て
、
大

い
に
学
問
的
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
北
朝
華
北
で
は
、
仏
教
は
ど
こ
ま
で
も
「
現
世
生
活
に
奉
仕
し
来
世
に
危
懼
す
る
民
衆
の
宗
教
心
を
満
足
さ
せ
る
」

も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
り
ま
す
。
現
世
に
お
け
る
生
活
実
践
に
密
着
し
た
宗
教
と
し
て
、
民
衆
の
精
神
的
支
え
を
担
っ
て
来
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
よ
う
に
民
衆
社
会
に
根
差
し
、
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
突
き
動
か
す
原
動
力
を
仏
教
が
も
っ
て
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
家
的
統
制
・
弾
圧
が
惹
起
さ
れ
て
く
る
の
も
必

然
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

三
武
一
宗
と
呼
ば
れ
る
仏
教
弾
圧
が
勃
興
し
ま
し
た
が
、
最
初
の
廃
仏
（
四
四
六

四
五
二
）
が
、
世
祖
太
武
帝
（
在
位
四
二
三

四
五
二
）
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

廃
仏
を
惹
起
せ
し
め
た
原
因
は
、
直
接
的
に
は
、
道
教
と
仏
教
と
の
対
立
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
両
教
の
確
執
は
、
単
に
宗
教
上
の
争
い
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
を

信
奉
す
る
征
服
者
胡
族
と
儒
教
中
心
の
文
化
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
被
征
服
者
漢
民
族
と
の
、
い
わ
ゆ
る
民
族
闘
争
で
も
あ
り
ま
し
た
。
武
帝
に
仕
え
、
大
い
に
道
教

を
復
活
せ
ん
と
し
た
の
が
、
当
時
道
教
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
寇
謙
之
と
そ
の
司
徒
崔
浩
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
、
す
で
に
僧
尼
た
ち
が
頽
廃
し
、
教
団
の
腐
敗
が
目
立
ち
、
寺
院
僧
尼
の
増
加
が
国
家
経
済
を
疲
弊
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
た
ま
た
ま
蓋
呉
が

西
に
お
い
て
興
し
た
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
親
征
し
た
武
帝
は
、
長
安
の
寺
院
に
隠
さ
れ
て
い
た
大
量
の
武
器
類
を
発

見
し
、
さ
ら
に
寺
院
内
に
、
婦
女
と
の
密
室
な
ど
が
暴
露
さ
れ
た
の
で
す
。
帝
の
逆
鱗
に
ふ
れ
、
つ
い
に
四
四
六
年
三
月
、
仏
教
排
斥
の
詔
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て

の
僧
尼
は
還
俗
せ
し
め
ら
れ
、
伽
藍
・
堂
塔
も
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、
仏
像
・
経
典
も
焼
却
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た９

）。

武
帝
の
廃
仏
は
、
曇
鸞
大
師
が
生
ま
れ
る
三
十
年
も
以
前
で
あ
っ
た
の
で
、
曇
鸞
大
師
の
浄
土
仏
教
に
対
す
る
直
接
の
影
響
は
特
に
見
出
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
六
年
間
続

い
た
仏
教
排
斥
は
、
曇
鸞
大
師
の
死
後
、
お
よ
そ
二
十
数
年
後
の
北
周
に
も
起
こ
っ
た
第
二
回
目
の
廃
仏
と
と
も
に
、
曇
鸞
大
師
の
世
界
観
・
社
会
観
・
価
値
観
に
、
何

ら
か
の
意
味
で
、
間
接
的
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
曇
鸞
大
師
が
、
仏
荘
厳
功
徳
の
第
六
「
上
首
功
徳
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
註

釈
を
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
そ
の
こ
と
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
る
如
来
を
見
そ
な
は
す
に
、
衆
の
な
か
に
あ
る
い
は
強
梁
の
も
の
あ
り
。
提
婆
達
多
の
流
比
の
ご
と
し
。
あ
る
い
は
国
王
、
仏
と
並
び
治
め
て
、
は
な
は
だ
仏
に

推
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
あ
り
。
あ
る
い
は
仏
を
請
じ
て
他
縁
を
も
つ
て
廃
忘
す
る
こ
と
あ
り
。
か
く
の
ご
と
き
ら
の
上
首
の
力
成
就
せ
ざ
る
に
似
た
る
あ
り10

）。

世
俗
の
国
王
が
、
覚
者
た
る
仏
と
と
も
に
、
国
家
を
統
治
し
な
が
ら
も
、
覚
者
に
対
し
て
断
じ
て
譲
歩
し
よ
う
と
し
な
い
。
あ
る
い
は
、『
十
誦
律
』
巻
十
四
（『
大
正

大
蔵
経
』
二
三
）・
二
十
六
（
同
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
仏
と
の
約
束
を
忘
却
・
破
棄
す
る
よ
う
な
国
王
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
曇

鸞
大
師
は
、
法
蔵
菩
薩
の
発
願
内
容
を
、
次
の
如
く
具
体
的
に
示
し
ま
す
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
願
じ
て
の
た
ま
は
く
、「
わ
れ
仏
と
な
ら
ん
時
、
願
は
く
は
一
切
の
大
衆
、
よ
く
心
を
生
じ
て
、
あ
へ
て
わ
れ
と
等
し
き
こ
と
な
く
、
た
だ
ひ
と
り
法
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王
と
し
て
さ
ら
に
俗
王
な
か
ら
ん
」
と
。

曇
鸞
大
師
は
、『
大
智
度
論
』
巻
九
十
三
（『
大
正
大
蔵
経
』
二
五
）
に
説
か
れ
る
天
王
仏
国
土
に
お
け
る
唯
一
法
王
の
在
り
方
か
ら
範
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

法
王
と
対
立
す
る
世
俗
の
王
を
一
切
除
去
し
よ
う
と
す
る
教
説
を
、
あ
え
て
導
入
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
上
首
功
徳
を
註
解
せ
ん
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
曇
鸞
大
師
在
世

に
相
前
後
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
国
王
に
よ
る
大
規
模
な
廃
仏
事
件
が
深
く
陰
翳
を
お
と
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
翻
訳
な
ら
び
に
訳
語
に
つ
い
て
、
曇
鸞
大
師
が
『
論
註
』
の
な
か
で
註
釈
し
言
及
し
て
い
る
幾
つ
か
の
箇
所
を
次
に
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

１

梵
に
「
優
婆
提
舎
」
と
い
ふ
は
、
こ
の
間
（
中
国
）
に
正
名
あ
ひ
訳
せ
る
な
し
。
も
し
は
一
隅
を
挙
げ
て
名
づ
け
て
論
と
な
す
べ
し
。
正
名
訳
せ
る
こ
と
な
き
所

以
は
、
こ
の
間
に
本
仏
ま
し
ま
さ
ざ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。（
中
略
）
も
し
ま
た
仏
の
も
ろ
も
ろ
の
弟
子
、
仏
の
経
教
を
解
し
て
仏
義
と
相
応
す
れ
ば
、
仏

ま
た
許
し
て
「
優
婆
提
舎
」
と
名
づ
く
。
仏
法
の
相
に
入
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り11

）。

２

こ
の
間
（
中
国
）
の

訓
を
案
ず
る
に
、
六
尺
を
尋
と
い
ふ
。『
観
無
量
寿
経
』（
意
）
に
の
た
ま
へ
る
が
ご
と
し
。「
阿
弥
陀
如
来
の
身
の
高
さ
六
十
万
億
那
由
他

恒
河
沙
由
旬
な
り
。
仏
の
円
光
は
百
億
の
三
千
大
千
世
界
の
ご
と
し
」
と
。
訳
者
（
菩
提
流
支
）、
尋
を
も
つ
て
し
て
い
へ
り
。
な
ん
ぞ
そ
れ
晦
き
や
。
里
舎
の

間
の
人
、
縦
横
長
短
を
簡
ば
ず
、
こ
と
ご
と
く
横
に
両
手
の
臂
を
舒
べ
て
尋
と
な
す
と
い
へ
り
。
も
し
訳
者
、
あ
る
い
は
こ
の
類
を
取
り
て
用
ゐ
て
、
阿
弥
陀
如

来
の
臂
を
舒
べ
た
ま
ふ
に
准
じ
て
言
を
な
す
。
ゆ
ゑ
に
一
尋
と
称
せ
ば
、
円
光
ま
た
径
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
る
べ
し12

）。

３

「
奢
摩
他
」
を
訳
し
て
「
止
」
と
い
ふ
。「
止
」
と
は
、
心
を
一
処
に
止
め
て
悪
を
な
さ
ず
。
こ
の
訳
名
は
す
な
は
ち
大
意
に
乖
か
ざ
れ
ど
も
、
義
に
お
い
て
い
ま

だ
満
た
ず
。
な
に
を
も
つ
て
こ
れ
を
い
ふ
と
な
ら
ば
、
心
を
鼻
端
に
止
む
る
が
ご
と
き
を
も
ま
た
名
づ
け
て
止
と
な
す
。
不
浄
観
の
貪
を
止
め
、
慈
悲
観
の
瞋
を

止
め
、
因
縁
観
の
痴
を
止
む
。
か
く
の
ご
と
き
等
を
も
ま
た
名
づ
け
て
止
と
な
す
。
人
の
ま
さ
に
行
か
ん
と
し
て
行
か
ざ
る
が
ご
と
き
を
も
ま
た
名
づ
け
て
止
と

な
せ
ば
な
り
。
こ
こ
に
知
り
ぬ
、
止
の
語
は
浮
漫
に
し
て
ま
さ
し
く
奢
摩
他
の
名
を
得
ず
と
。（
中
略
）「
奢
摩
他
」
を
止
と
い
ふ
は
含
み
て
三
の
義
あ
り
。
一
に

は
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
阿
弥
陀
如
来
を
念
じ
て
か
の
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
こ
の
如
来
の
名
号
お
よ
び
か
の
国
土
の
名
号
よ
く
一
切
の
悪
を
止
む
。
二
に
は
か

の
安
楽
土
は
三
界
の
道
に
過
ぎ
た
り
。
も
し
人
ま
た
か
の
国
に
生
ず
れ
ば
、
自
然
に
身
口
意
の
悪
を
止
む
。
三
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
正
覚
住
持
の
力
、
自
然
に
声

聞
・
辟
支
仏
を
求
む
る
心
を
止
む
。
こ
の
三
種
の
止
は
如
来
の
如
実
の
功
徳
よ
り
生
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
如
実
に
奢
摩
他
を
修
行
せ
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」

と
い
へ
り13

）。
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４

「
毘
婆
舎
那
」
を
訳
し
て
「
観
」
と
い
ふ
。
た
だ
汎
く
観
と
い
ふ
に
は
、
義
ま
た
い
ま
だ
満
た
ず
。
な
に
を
も
つ
て
こ
れ
を
い
ふ
と
な
ら
ば
、
身
の
無
常
・
苦
・

空
・
無
我
・
九
想
等
を
観
ず
る
が
ご
と
き
を
も
、
み
な
名
づ
け
て
観
と
な
せ
ば
な
り
。（
中
略
）「
毘
婆
舎
那
」
を
観
と
い
ふ
は
ま
た
二
の
義
あ
り
。
一
に
は
、
こ

こ
に
あ
り
て
想
を
な
し
て
か
の
三
種
の
荘
厳
功
徳
を
観
ず
れ
ば
、
こ
の
功
徳
如
実
な
る
が
ゆ
ゑ
に
修
行
す
る
も
の
も
ま
た
如
実
の
功
徳
を
得
。
如
実
の
功
徳
と
は
、

決
定
し
て
か
の
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
二
に
は
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ
り
、
未
証
浄
心
の

菩
薩
、
畢
竟
じ
て
平
等
法
身
を
証
す
る
こ
と
を
得
。
浄
心
の
菩
薩
と
上
地
の
菩
薩
と
畢
竟
じ
て
同
じ
く
寂
滅
平
等
を
得
る
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
如
実
に
毘
婆
奢

那
を
修
行
せ
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」
と
い
へ
り14

）。

以
上
の
諸
例
か
ら
も
、
翻
訳
・
訳
語
に
対
す
る
曇
鸞
大
師
の
姿
勢
が
知
ら
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
あ
き
ら
か
に
批
判
的
な
立
場
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、『
浄
土
論
』
の
翻
訳
者
は
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
（
菩
提
流
支
）
で
す
。
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
と
い
え
ば
、
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
第
六
巻
曇
鸞
伝
に
お
い
て
は
、
曇
鸞
大

師
に
浄
教
を
授
け
、
仙
経
を
焼
き
捨
て
楽
邦
に
帰
依
せ
し
め
た
、
い
わ
ば
曇
鸞
大
師
に
と
っ
て
は
善
知
識
で
あ
り
、
曇
鸞
大
師
の
生
涯
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
尊
崇
せ

ら
れ
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
に
対
し
て
、
彼
の
翻
訳
を
批
判
的
に
曇
鸞
大
師
は
捉
え
て
い
る
の
で
す
。
曇
鸞
大
師

の
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
に
対
す
る
姿
勢
を
考
慮
に
い
れ
ま
す
と
、
は
た
し
て
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
が
本
当
に
善
知
識
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
わ
れ
て
来
ま
す
。

服
部
仙
順
氏
は
、
先
に
見
て
来
た
「
草
」
や
「
奢
摩
他
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
曇
鸞
大
師
の
批
評
を
と
り
あ
げ
、
次
の
如
く
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。

流
支
（
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ

筆
者
注
）
は
親
し
く
観
経
を
授
け
帰
浄
せ
し
め
、
後
、
往
生
論
を
授
け
し
程
の
浄
土
信
仰
者
な
り
せ
ば
、
授
後
わ
ず
か
二
、
三
年
に
し
て
著

せ
る
論
註
に
訳
者
流
支
の
名
一
ヶ
処
位
云
々
さ
る
べ
き
が
至
当
な
る
べ
き
も
一
言
も
言
及
せ
ら
れ
ず
。
し
か
も
、
自
ら
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
求
め
躍
然
と
し
て

う
け
し
仙
経
十
巻
を
観
経
伝
授
に
よ
り
て
決
然
焚
仙
し
帰
浄
せ
り
と
い
う
。
鸞
師
が
師
流
支
に
対
し
て
か
く
の
ご
と
き
皮
肉
不
謹
慎
な
語
用
ゆ
る
は
ず
な
し
、
こ
れ

最
も
怪
し
む
べ
き
点
な
り15

）。

な
お
、
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
の
観
経
授
受
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
で
、
今
は
翻
訳
に
関
す
る
こ
と
の
み
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、「
優
婆
提
舎
」
と
い
う
の
は
、
仏
の
残
さ
れ
た
経
典
の
中
身
を
解
釈
し
て
い
く
と
き
に
、
仏
教
に
相
応
し
た
よ
う
な
解
釈
だ
っ
た
ら
仏

が
「
優
婆
提
舎
」
と
し
て
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
聖
人
の
浄
土
真
宗
に
関
連
し
て
申
す
と
、
ご
承
知
の
よ
う
に
「
仏
か
ら
回
向
さ

れ
た
利
他
真
実
の
信
心
を
獲
得
し
た
も
の
は
真
の
仏
弟
子
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
聖
人
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
そ
う
い
う
信
心
獲
得
者
は
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ど
の
時
代
に
お
い
て
も
真
の
仏
弟
子
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
釈
尊
の
弟
子
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
え
る
仕
方
で
、
聖
人
は
信
心
と
い
う
も
の
を
捉
え

て
行
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ⅲ
「
信
心
」
の
英
訳
はS

h
in
jin

かF
a
ith

か

C
W
S

翻
訳
の
諮
問
会
議
で
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
の
が
、
親
鸞
聖
人
の
使
わ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
よ
り
他
力
廻
向
さ
れ
た
「
利
他
真
実
の
信
心
」
と
い
う
特
殊
な

る
言
葉
の
英
訳
で
し
た
。
通
常
「
信
心
」
の
英
訳
はfa

ith

と
い
う
英
語
を
用
い
ま
す
ね
。
翻
訳
委
員
会
並
び
に
諮
問
会
議
の
チ
ー
フ
エ
デ
ィ
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
上
田

義
文
先
生
の
お
考
え
で
、
親
鸞
聖
人
固
有
の
「
利
他
真
実
の
信
心
」
の
「
信
心
」
をfa

ith

と
は
訳
さ
な
い
で
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
回
向
さ
れ
た
「
信
心
」
の
み
に
限
っ

て
、sh

in
jin

と
い
う
音
写
を
使
用
す
る
と
い
う
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、A

 
T
ra
n
sla
tio
n Issu

e o
f
‘S
h
in
jin
’
a
n
d
‘F
a
ith
’

と
題
し
て
、
一
九
八
四
年
四
月
二
九
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
三
日
間
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
世
界
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｜
聖
典
翻
訳
と
土
着
化
の
問
題
｜
」S

ym
posiu

m
 
on
 
S
h
in

 
B
u
d
d
h
ism
 
an
d
 
C
h
ristian

ity

、T
extu

al an
d
 
C
on
textu

al T
ran

slation

と
い
う
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
レ
ス
ポ

ン
ス
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
リ
ー
大
学
教
授
の
マ
イ
ナ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
先
生
と
当
時
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
大
学
教
授
の
ト
ー
マ
ス
・
カ
ス
ー
リ
ス
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。
三
日

間
の
総
括
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
カ
ン
ト
ウ
エ
ル
・
ス
ミ
ス
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。

実
は
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
発
起
・
企
画
さ
れ
た
の
は
、
本
山
の
大
谷
光
真
前
ご
門
主

当
時
は
ご
門
主
で
し
た
が

と
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
世
界

宗
教
研
究
所
の
セ
ン
タ
ー
長
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
マ
ン
教
授
の
お
二
人
で
あ
り
ま
し
た
。
カ
ー
マ
ン
教
授
は
龍
谷
大
学
の
仏
典
翻
訳
部
を
訪
れ
、
翻
訳
に
か
か
わ
る
熱

心
な
議
論
を
見
ら
れ
、
ご
門
主
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
折
に
話
題
と
な
り
、
他
宗
教
と
の
対
話
に
強
い
ご
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ご
門
主
と
意
気
投
合
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
ま
す
。四

つ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

さ
て
、F

a
ith

かS
h
in
jin

か
、
こ
の
問
題
を
扱
う
場
合
、
私
は
四
つ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
、
視
点
・
視
座
を
基
本
的
に
は
押
さ
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
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す
。
第
一
は
伝
道
実
践
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴE

v
a
n
g
elica

l
(o
r M

issio
n
a
ry
)
P
ersp

ectiv
e

で
す
。
翻
訳
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
も
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、
全
然
そ
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
外
国
の
、
例
え
ば
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
中
国
に
渡
る
と
き
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
た
の
で
は
中
国

人
に
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
で
す
か
ら
、
漢
訳
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

実
は
、
編
集
代
表
者
で
あ
り
ま
し
た
上
田
義
文
先
生
は
、
随
分
早
い
時
期
か
ら
「
親
鸞
聖
人
の
全
著
述
を
英
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
全
く
新
し
い
光
を
当
て
て
、
そ
こ
に
新
た
な
浄
土
真
宗
の
世
界
的
展
開
が
必
ず
起
こ
る
は
ず
だ
。」
と
、
公
的
に
も
個
人
的
に
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

漢
訳
経
典
が
出
来
た
が
た
め
に
、
中
国
仏
教
と
い
う
、
イ
ン
ド
で
は
発
展
し
な
か
っ
た
よ
う
な
側
面
が
中
国
に
お
い
て
発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、
中
国
人
は
い
っ
た
ん
漢
訳
語
に
、
す
な
わ
ち
母
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
な
ら
ば
、
も
は
や
一
々
梵
本
の
経
典
を
見
返
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
新
た

な
別
の
訳
を
作
る
と
き
に
は
そ
う
い
う
も
の
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
。
し
か
し
、
経
典
の
漢
訳
が
進
ん
で
、
無
量
寿
経
の
後
期
漢
訳
な
ど
も
発
展
的
形
態
を
し
て
い

ま
す
。
道
教
と
か
荘
子
と
か
、
自
然
と
か
無
為
と
か

無
だ
と
か
、
中
国
の
紀
元
前
か
ら
あ
る
よ
う
な
既
存
の
諸
思
想
の
究
極
的
な
観
念
、
普
遍
的
な
観
念
、D

a
o

「
道
」
な
ど
が
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
て
、
初
め
て
漢
民
族
は
仏
教
思
想
を
自
己
薬
籠
中
の
も
の
と
し
、
そ
の
根
柢
に
は
必
然
的
に
仏
教
思
想
と
中
国
思
想
と
が
融
合
し

て
、
固
有
の
中
国
仏
教
が
展
開
し
ま
し
た
。

視
点
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
宗
教
対
話
の
国
際
会
議
な
ど
で
は
、
当
然
の
如
く
英
語
が
大
手
を
振
っ
て
使
わ
れ
ま
す
。
私
が
参
加
し
て
い
た
若
い
頃
で
も
、
す
べ
て

英
語
で
自
説
を
語
り
議
論
し
応
答
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
日
本
の
仏
教
が
英
語
で
完
全
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
表
現
で
き
る

わ
け
が
な
い
。
例
え
ば
、
先
程
も
少
し
述
べ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、「
名
号
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
名
号
。「
名
号
」
と
い
う
言
葉
も
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
聴
聞
し
た
方
に
と
っ
て
、「
名
号
」
と
い
う
言
葉
か
ら
醸
し
出
さ
れ
ま
す
、
時
に
は
「
お
名
号
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
、
こ
の
響
き
、

こ
れ
は
、
単
にn

a
m
e

と
英
語
で
表
現
出
来
た
と
し
て
も
、
そ
の
歴
史
的
伝
承
の
中
で
培
わ
れ
て
来
た
響
き
・
情
緒
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど
は
、n

a
m
e

で
は
全
く
伝
わ
り

ま
せ
ん
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
阿
弥
陀
如
来
の
「
名
号
」
と
言
う
時
、N

a
m
o
-A
m
id
a
-B
u
tsu
,
th
e n

a
m
e o

f A
m
id
a
 
T
a
th
a
g
a
ta

と
、n

a
m
e

と
言
っ
た
の
と
は
少

し
違
う
。n
a
m
e

と
い
う
概
念
は
、
例
え
ば
私
の
名
前
の
武
田
もn

a
m
e

で
す
。
だ
か
ら
、「
私
の
名
前
は
武
田
で
す
」M

y
 
n
a
m
e is T

a
k
ed
a
.

と
言
う
。T

h
e n

a
m
e o

f
 

A
m
id
a

もn
a
m
e

と
言
う
。
し
か
し
、
私
の
「
名
号
」
は
武
田
で
す
、
と
い
う
「
名
号
」
の
使
い
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
、
比
較
思
想
論
的
・
宗
教
対
話
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴC

o
m
p
a
ra
tiv
e
(o
r D

ia
lo
g
ica
l)
P
ersp

ectiv
e

で
す
。
そ
こ
で
は
、
わ
れ
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わ
れ
は
実
際
に
対
話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。S

h
in
jin

を
使
っ
て
話
し
て
い
た
の
で
は
日
本
語
を
知
ら
な
い
対
話
の
相
手
に
は
ま
っ
た
く
意
味
不
明
で
し
か
な
い
。

敢
え
て
申
せ
ば
、「
だ
か
ら
そ
れ
は
一
体
何
な
ん
だ
」
と
相
手
に
疑
問
を
起
さ
せ
、
そ
こ
に
よ
り
深
く
究
明
し
よ
う
と
す
る
追
求
が
生
ま
れ
て
来
る
。
そ
の
よ
う
な
一
つ

の
効
果
が
あ
る
と
も
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
現
象
的
に
は
、
逆
に
、F

a
ith

を
使
っ
て
、S

h
in
jin

を
使
わ
な
け
れ
ば
、
親
鸞
聖
人
の
浄
土
真
宗
そ
れ
自
体
が
理

解
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
、
と
い
う
一
種
の
踏
み
絵
と
い
う
逆
効
果
の
風
潮
が
生
ま
れ
始
め
た
の
で
す
。
そ
れ
で
はS

h
in
jin

を
使
用
す
る
本
来
の
翻
訳
的
意
義
・
意
図
で

は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
は
、
敢
え
て
積
極
的
にF

a
ith

を
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
親
鸞
聖
人
が
意
味
し
たF

a
ith

の
教
学
的
特
徴
、
い
わ
ゆ
る
最
も
広
い

意
味
で
の
「
神
学
的
特
徴
」
を
構
築
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
で
のF

a
ith

と
は
全
く
異
な
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
は
無
か
っ
た
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
大
乗
仏
教
的F

a
ith

が
、
宗
教
間
対
話
を
通
し
て
、
対
話
の
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
宗
教
間
対
話
の
重
要
な
成
果
の
ひ
と
つ
で
す
。

な
お
、
個
人
的
な
事
で
す
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
総
括
的
コ
メ
ン
ト
を
し
ま
し
た
カ
ン
ト
ウ
エ
ル
・
ス
ミ
ス
先
生
が
、
私
にT

ru
e F

a
ith

と
い
う
訳
語
を
用
い
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
親
切
な
提
言
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

第
三
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
、
言
語
論
的
・
文
献
学
的L

in
g
u
istic

(o
r P

h
ilo
lo
g
ica
l)

視
座
で
す
。
梵
本
大
無
量
寿
経
に
は
、「
信
心
」
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
と
し
て
、srad

d
h
a

が
四
回
、ad
h
im
u
kti

が
四
回
、prasad

a

が
十
回
ほ
ど
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
々
の
言
葉
が
現
れ
る
文
脈
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
持
っ
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
独
自
の
意
味
や
含
意
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

sra
d
d
h
a
h
a

は
、
四
回
と
も
「
知
」jn

a

、「
智
慧
」p

ra
jn
a

と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
智
慧
はsra

d
d
h
a

を
通
し
て
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
信
心
」
の
対
象
は

仏
陀
の
無
執
著
な
る
純
粋
の
智
慧
そ
れ
自
体
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、sra

d
d
h
a

は
、
究
竟
な
る
安
楽
す
な
わ
ち
涅
槃
界
（
あ
る
い
は
究
竟
的
真
理
）
に
至
る
た
め
の
根
元

で
あ
り
根
柢
で
あ
り
ま
す
。

a
d
h
im
u
k
ti

は
、
単
に
信
ず
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漢
訳
さ
れ
る
場
合
、
し
ば
し
ば
信
解
・
信
愛
・
明
信
・
信
心
・
深
信
な
ど
ど
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
む
し
ろ

鋭
い
洞
察
力
、
眼
識
、
明
察
、
明
敏
さ
、
堅
固
な
る
決
定
を
も
っ
て
把
捉
す
る
こ
と
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、a

d
h
im
u
k
ti

に
は
、

u
d
a
ra
,
su
d
d
h
a
,
h
ın
a

な
ど
の
程
度
を
表
わ
す
言
葉
と
共
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

p
ra
sa
d
a

は
、
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
形
はp

ra
-
sa
d

で
す
が
、
モ
ニ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、’to fa

ll in
to th

e p
o
w
er o

f,’
‘to settle d

o
w
n
,
g
ro
w
 
clea

r
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a
n
d b

rig
h
t,
b
eco

m
e p
la
cid o

r tra
n
q
u
il
(a
s th

e sea o
r sk

y
;
m
et.

a
p
p
lied to th

e m
in
d
);
‘to b

eco
m
e sa

tisfied o
r p
lea
sed o

r g
la
d
,
b
e g

ra
cio
u
s o
r

 
k
in
d
.’

な
ど
の
諸
義
が
あ
り
ま
す
。
モ
ニ
エ
ル
も
言
及
し
て
い
る
如
く
、p

ra
sa
d
a

は
、’p

ra
sa
n
n
a
citta

,’
‘citta

p
ra
sa
d
a
’

な
ど
と
、「
心
」
と
共
に
使
わ
れ
、
心
を

専
念
す
る
、
専
ら
注
入
す
る
、
専
心
す
る
、
打
ち
込
む
、
な
ど
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。『
大
無
量
寿
経
』
の
中
で
十
回
現
わ
れ
るp

ra
sa
d
a

に
お
い
て
、

特
に
次
の
三
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
は
、p

ra
sa
d
a

は
弥
陀
の
名
号
を
聞
く
（
聞
名
）
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
仏
陀
の
名

号
を
聞
く
こ
と
は
「
心
」
を
清
浄
化
す
る
因
と
な
り
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
は
、
仏
陀
の
功
徳
の
象
徴
で
あ
り
、
名
号
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
く
こ
と
を
通
し
て
、

わ
れ
わ
れ
の
「
心
」
は
寂
静
と
な
り
、
透
き
通
り
、
純
粋
に
な
り
ま
す
。
聞
く
こ
と
そ
れ
自
体
が
清
浄
化
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
第
二
は
、
見
仏

す
れ
ば
「
心
」
が
清
浄
と
な
る
と
説
か
れ
ま
す
。
化
仏
が
、
命
終
に
人
の
眼
前
に
来
迎
す
る
時
、「
心
」
は
清
め
ら
れ
る
。
清
浄
と
な
っ
た
「
心
」
は
臨
終
正
念
の
根
柢

と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
憶
念
の
心
が
保
た
れ
仏
国
土
に
往
生
出
来
る
と
説
か
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、p

ra
sa
d
a

とsra
d
d
h
a

と
は
、
機
能
に
お
い
て
は
ほ

と
ん
ど
同
義
と
な
り
ま
す
。
事
実
、
梵
本
第
十
八
願
文
に
使
わ
れ
て
い
るp

ra
sa
n
n
a
citta

は
、
漢
訳
『
大
無
量
寿
経
』
の
「
信
楽
」
に
相
応
す
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

親
鸞
聖
人
は
、
こ
の
信
楽
こ
そ
が
涅
槃
界
で
あ
る
真
実
仏
国
土
へ
の
往
生
の
真
因
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
第
三
に
、p

ra
sa
d
a

は
仏
陀
の
教
法
「
ダ
ル
マ
」
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
わ
れ
わ
れ
の
「
心
」
の
平
穏
・
平
静
・
沈
着
を
指
示
し
ま
す
。「
ダ
ル
マ
」
を
受
持
す
る
た
め
に
は
、「
ダ
ル
マ
」
の
真
理
へ
と
「
心
」
が
静
穏
と
な
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、
も
っ
と
文
字
通
り
に
い
え
ば
、「
ダ
ル
マ
」
が
持
っ
て
い
る
意
図
の
「
は
た
ら
き
」
に
誘
引
さ
れ
る
と
い
え
ま
す
。「
ダ
ル
マ
」
が
真
に
悟

ら
れ
る
か
否
か
は
、「
心
」
が
「
ダ
ル
マ
」
の
核
心
に
徹
到
し
て
い
る
ほ
ど
に
透
明
と
成
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

第
四
番
目
の
視
座
は
、
教
学
的
・
神
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴT

h
eo
lo
g
ica
l
(o
r B

u
d
d
h
o
lo
g
ica
l)
P
ersp

ectiv
e

で
す
。
そ
も
そ
も
他
の
宗
教
と
の
対
話
の
中
で

一
体
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
み
な
ら
ず
日
本
で
も
著
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
学
者
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
先
生
の
宗
教
多
元

主
義relig

io
u
s p

lu
ra
lism

に
関
し
て
、
す
こ
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国
際
的
宗
教
対
話
な
ど
で
ヒ
ッ
ク
先
生
と
は
何
度
か
共
に
議
論
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
は
少
々
批
判
的
な
意
見
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
種
々
綿
密
な
論
証
が
必
要
な
の
で
す
が
、
少
々
短
絡
的
で
危
険
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
言
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

ヒ
ッ
ク
先
生
の
宗
教
多
元
主
義
と
い
う
の
は
完
全
な
る
宗
教
多
元
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。
依
然
と
し
て
な
お
も
包
括
主
義
の
域
を
脱
し
て
は
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
通
常
言
わ
れ
る
よ
う
な
包
括
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
一
つ
の
宗
教
を
も
っ
て
他
の

諸
宗
教
を
包
括
す
る
と
い
う
立
場
で
の
包
括
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ッ
ク
先
生
は
、
明
確
に
そ
の
よ
う
な
包
括
主
義
は
否
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
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わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
の
目
か
ら
見
ま
す
と
、
ヒ
ッ
ク
先
生
の
宗
教
多
元
と
い
う
立
場
は
、
未
だ
徹
底
さ
が
見
出
し
難
い
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
私
が
こ
こ
で
仏
教
の
立
場
と

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の
は
、
華
厳
思
想
の
宇
宙
観
と
も
言
え
る
事
事
無
碍
法
界
観
で
あ
り
ま
す
。
事
事
無
碍
法
界
観
に
立
ち
ま
す
と
、
ヒ
ッ
ク
先
生
の
宗
教
多
元
主
義

は
、
究
極
的
に
は
な
お
包
括
主
義
の
領
域
内
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
比
叡
山
の
頂
上
に
登
る
に
は
、
い
ろ
ん
な
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
諸
宗
教
の
相
違
は
ル
ー
ト
の
違
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
結
局
最
後
に
行
き
着
く
所
は
一
点
の

頂
上
で
あ
り
、
そ
の
頂
点
が
絶
対
的
で
普
遍
的
な
真
理
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
言
う
な
れ
ば
普
通
の
真
理
観
み
た
い
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
国
際

的
な
宗
教
間
対
話
の
場
で
、
一
般
の
聴
衆
か
ら
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
宗
教
対
話
、
宗
教
対
話
と
あ
な
た
方
は
議
論
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
対
話
は
大
事

だ
と
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
の
宗
教
も
結
局
は
一
つ
じ
ゃ
な
い
の
か

」
と
。
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
た
と
え
仮
定
的

に
し
ろ
何
に
し
ろ
置
い
た
の
で
は
、
生
産
的
で
創
造
的
な
対
話
な
ど
望
め
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
諸
宗
教
が
一
つ
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
は
、
な
お
未
解
決
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
諸
宗
教
間
に
対
話
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か
ら
対
話
を
す
る
の
で
す
。

親
鸞
聖
人
に
お
い
て
も
真
、
仮
、
偽
と
い
う
教
判
、
絶
対
教
判
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
真
と
い
う
の
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
で
す
。
真
実
で
す
。

仮
と
い
う
の
は
、
聖
道
門
、
あ
る
い
は
浄
土
門
の
中
で
も
定
散
二
善
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
自
力
が
か
っ
た
も
の
が
仮
で
す
。
偽
と
い
う
の
は
外
道
で
す
。
仏
教
以

外
、
外
道
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
親
鸞
聖
人
の
時
代
に
お
け
る
外
道
と
い
う
観
念
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
も
イ
ス
ラ
ー
ム
も
含
ま
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
仏
典
で
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
六
十
二
見
・
九
十
五
種
の
邪
道
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
以
外
の
教
え
と
い
う
か
、
思
想
と
い
う
か
宗
教
と
い
う
も
の
が
外
道
と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
、
こ
れ
も
よ
く
考
え
て
見
ま
す
と
、
仏
教
が
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
に
渡
っ
て
来
た
伝
承
・
伝
統
の
中
で
主
張
さ
れ
て
来
た
観
念
で
あ
り
、
伝
統
内
で
成
り
立
つ

真
実
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
真
実
と
い
う
主
張
が
言
わ
れ
て
来
る
。
い
わ
ゆ
るT

ru
th
 
C
la
im

真
理
主
張
で
す
。
例
え
ば
、
バ
ル
ト
が
主
張
し
ま
し
た
よ
う
に
、
神
が

啓
示
さ
れ
た
の
は
、
イ
エ
ス
た
だ
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
別
啓
示
で
あ
っ
て
一
般
啓
示
な
ど
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
い
わ

ゆ
る
宗
教
で
は
な
い
の
で
す
。
神
が
イ
エ
ス
た
だ
一
人
に
啓
示
を
な
さ
っ
た
、
神
の
子
と
し
て
の
イ
エ
ス
の
み
が
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
信
仰
す
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ

る
と
い
う
の
で
す
。
バ
ル
ト
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
他
の
も
の
は
一
切
排
除
し
て
い
く
と
い
う
か
、
徹
底
的
に
排
他
的
な
立
場
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

現
代
で
は
、
他
の
諸
宗
教
と
の
出
会
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
、
即
座
に
部
屋
に
居
な
が
ら
に
し
て
可
能
と
な
っ
て
来
た
世
の
中
に
な
っ
て
来
ま
す
と
、

八
四

親
鸞
聖
人
全
撰
述
英
訳
に
か
か
わ
る
仏
典
翻
訳
論



そ
れ
ら
の
情
報
を
無
視
し
て
、
た
だ
「
己
れ
が
信
ず
る
宗
教
こ
そ
が
絶
対
的
に
真
実
で
あ
る
」
と
い
う
真
理
主
張
を
し
て
も
、
そ
れ
は
己
れ
自
身
の
信
仰
す
る
宗
教
伝
統

内
で
の
主
張
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も
排
他
的
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
宗
教
者
に
対
し
て
は
、
意
味
を
な
さ
な
い
内
容
で
あ
り
、
諸
宗
教
間
対
話
を
通
し
て
何
か

を
相
互
に
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
は
希
薄
と
な
り
ま
す
。
自
己
の
信
ず
る
宗
教
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
排
除
す
る
と
い
う
立
場
と
な
り
、
こ
れ
は
か
な
り
危
険
な
立
場
で
あ
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
山
の
譬
喩
を
使
い
ま
す
と
、
真
理
は
あ
る
ひ
と
つ
の
山
の
頂
上
で
あ
り
、
諸
宗
教
は
そ
れ
に
登
る
異
な
っ
た
ル

ー
ト
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
譬
喩
を
私
は
採
用
し
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
仏
教
の
山
、
真
宗
の
山
な
ど
、
比
叡
山
が
あ
り
、
高
野
山
が
あ
り
、
愛
宕
山
が
あ
り
、
富

士
山
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
異
な
っ
た
山
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
的
で
普
遍
的
な
真
理
は
、
各
山
の
中
で
こ
そ
初
め
て
そ
れ
が
頂
上
だ
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
宗
教
多
元
と
い
う
の
は
、
真
理
多
元
で
も
あ
り
ま
す
。
多
元
的
真
理
観
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
多
元
的
真
理
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
、
そ

し
て
そ
こ
か
ら
他
の
宗
教
と
の
対
話
を
通
し
て
、
宗
教
的
真
理
探
求
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
。
現
在
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
宗
教
多
元
主
義
の
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
神
学
部
ダ
イ
ア
ナ
・
エ
ッ
ク
先
生
を
中
心
に
実
践
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
何
年
か
前
に
ギ
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
授
が

世
界
的
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
宗
教
多
元
主
義
的
な
宗
教
対
話
に
は
、
現
代
世
界
の
国
際
的
状
況
の
中
で
大
き
な
宗
教
的
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
エ
ッ
ク

先
生
が
提
唱
し
実
践
し
て
い
る
よ
う
な
宗
教
多
元
主
義
の
考
え
方
が
、
今
後
の
宗
教
多
元
主
義
の
本
来
的
な
在
り
方
と
い
う
か
、
宗
教
対
話
を
し
て
生
産
的
・
創
造
的
な

意
味
の
あ
る
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

エ
ッ
ク
先
生
の
主
張
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
第
一
に
、
多
元
主
義
は
決
し
て
単
に
多
様
性
の
み
を
言
う
の
で
は
な
く
て
、
多
様
性
に
積
極
的
か
つ
果
敢
に
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
通
常
、
多
元
的
宗
教
観
と
い
う
の
は
、
世
界
の
諸
宗
教
を
す
べ
て
相
対
化
し
て
多
種
多
様
な
諸
宗
教
が
世
界
に
は
存
在
し
て
い

る
。
世
界
の
人
口
の
数
ほ
ど
宗
教
が
あ
る
と
ま
で
言
わ
れ
た
り
も
す
る
。
そ
の
よ
う
な
宗
教
観
は
宗
教
多
元
主
義
で
も
何
で
も
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
宗
教
観
は
、

諸
宗
教
の
存
在
を
た
だ
多
種
多
様
だ
と
傍
観
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。「
世
界
に
は
い
ろ
ん
な
宗
教
が
あ
る
、
う
ん
、
そ
う
か
」
と
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
は
、
そ
の
よ
う
な
皮
相
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
た
だ
傍
観
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
姿
勢
で
は
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
中
に
ま
す
ま
す
緊
張
や

誤
解
の
増
幅
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
危
険
性
が
潜
ん
で
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
宗
教
多
元
主
義
は
た
だ
単
な
る
寛
容
の
立
場
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
寛
容
の
精
神
こ
そ
が
他
の
宗
教
を
理
解
す
る
こ
と
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
て
エ
ッ
ク
先
生
が
言
お
う
と
す
る
の
は
、「
相
違
の
境
界
を
超
え
て
他
者
を
理
解
せ
ん
と
し
て
実
践
的
に
探
求
す
る
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
は
大
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事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
留
学
時
の
指
導
教
授
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
Ｂ
・
カ
ッ
ブ
先
生
が

B
eyon

d
 
D
ialogu

e
”

（
延
原
時
行
訳
『
対
話
を
越
え
て
』）
と
い
う
本
を

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
宗
教
対
話
に
一
歩
踏
み
出
す
と
き
に
は
、
自
分
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
無
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
仏
教
者
で
あ
れ
ば
、
無
我
の
思
想
に
立
て
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
が
『
中
論
』
な
ど
で
言
っ
て

い
る
よ
う
な
縁
起

無
自
性

空
と
い
う
よ
う
な
立
場
で
す
。
本
当
に
相
手
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
く
と
い
う
か
。
最
近
、「
傾
聴
」
と
い
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
仏
教
で
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
三
に
、
宗
教
多
元
主
義
は
相
対
主
義
で
は
な
く
て
現
実
参
加
の
出
会
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
宗
教
対
話
に
参
加
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

第
四
に
「
言
語
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ド
ン
・
カ
ウ
フ
マ
ン
先
生
に
国
際
会
議
な
ど
で
一
緒
に
な
っ
た
折
に
申
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
国
際
会
議

で
は
英
語
で
対
話
や
議
論
を
行
う
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
宗
教
対
話
を
英
語
と
い
う
言
語
を
使
っ
て
な
さ
れ
る
の
は
、
実
は
本
当
の
対
話
に

は
な
ら
な
い
。
す
く
な
く
と
も
フ
ェ
ア
で
は
な
い
。
先
程
も
言
及
し
ま
し
た
が
、
英
語
で
は
伝
わ
ら
な
い
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。

Ⅳ
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
総
序
の
英
訳
｜
浄
土
真
宗
本
願
寺
派C

W
S

と
鈴
木
大
拙
訳
と
の
比
較
｜

鈴
木
大
拙
の
『
教
行
信
証
』
の
英
訳
（T

H
E
 
K
Y
Ō
G
Y
Ō
S
H
IN
S
H
Ō
,
tr.
b
y D

a
isetz T

eita
ro
S
u
zu
k
i,
ed
.
b
y T

h
e E

a
stern B

u
d
d
h
ist S

o
ciety

,
S
h
in
sh
u
Ō
ta
n
ih
a
,

K
y
o
to
,
1973

）
で
特
色
が
あ
る
の
は
「
行
」
で
す
。
念
仏
の
「
行
」
を
鈴
木
大
拙
はliv

in
g

と
訳
し
た
の
で
す
。C

W
S

で
はp

ra
ctice

で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
上
田

義
文
先
生
と
議
論
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、「
先
生
、「
信
心
」
をS

h
in
jin

と
訳
す
る
ん
だ
っ
た
ら
「
大
行
」
だ
っ
て
真
宗
独
自
の
も
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、「
大
行
」
の
「
行
」
はp

ra
ctice

に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
木
大
拙
はliv

in
g

と
訳
し
ま
し
た
。
な
ぜliv

in
g

と
訳
し
た
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
教
、
行
、
証
の
「
行
」
の
と
こ
ろ
に
「
教
」
か
ら
阿
弥
陀
如
来
の
「
名
号
」
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が
単
に
首
か
ら
先
だ
け
の
理
解
に
終
わ
ら
な
い
で
、
自

分
の
日
常
生
活
の
中
、
単
に
本
堂
だ
け
で
南
無
阿
弥
陀
仏
と
言
う
の
で
は
な
く
、
庫
裏
の
ほ
う
、
日
常
生
活
の
中
に
こ
そ
お
念
仏
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
法
然
聖
人
が
言
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
住
坐
臥
、
時
処
諸
縁
を
選
ば
な
い
と
こ
ろ
で
お
念
仏
に
生
か
さ
れ
、
そ
れ
は
ま
さ
にliv

in
g

で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
ど
う
し
て
もlife

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
命
で
あ
る
、
お
念
仏
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
こ
に
鈴
木
大
拙
の
思
い
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
私
も
思
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
涅
槃
と
生
死
と
が
、「
生
死
す
な
は
ち
涅
槃
な
り
」
ま
っ
た
く
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
「
信
心
」
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の
世
界
で
す
。
決
し
て
死
後
だ
け
の
浄
土
で
は
な
い
。
死
後
だ
け
に
浄
土
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
親
鸞
聖
人
が
唱
え
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
曇
鸞
大
師
が
唱
え
る
よ
う
な

浄
土
で
は
な
い
の
で
す
。
死
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
よ
う
な
浄
土
は
、
ど
う
し
て
生
死
を
超
え
た
と
言
い
き
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
親
鸞
聖
人
は

は
っ
き
り
と
横
超
断
四
流
の
中
で
生
老
病
死
を
超
越
し
た
、
断
じ
き
っ
た
、
因
も
果
も
全
部
断
じ
き
っ
た
と
こ
ろ
に
横
超
断
四
流
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
親
鸞
は
言
っ
て

い
ま
す
。

し
か
も
、
そ
れ
が
往
相
の
一
心
を
発
起
す
る
が
ゆ
え
に
と
、
一
心
発
起
で
成
立
し
ま
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た
『
高
僧
和
讃
』
に
も
「
往
相
の
回
向
と
と
く
こ
と
は
弥
陀
の

方
便
と
き
い
た
り
。
悲
願
の
信
行
え
し
む
れ
ば
生
死
す
な
わ
ち
涅
槃
な
り
」。
還
相
回
向
で
は
な
い
で
す
ね
。
往
相
回
向
の
と
こ
ろ
で
生
死
す
な
わ
ち
涅
槃
な
り
と
は
っ

き
り
と
言
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
鈴
木
大
拙
も
英
訳
『
教
行
信
証
』
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
は
穢
土
と
浄
土
をb

a
ck
 
a
n
d
 
fo
rth

す
る
と
い
う
の
で
す
ね
。
行

っ
た
り
来
た
り
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
問
題
は
そ
れ
が
ど
こ
の
場
で
言
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
鈴
木
大
拙
のliv

in
g

と
い
う
訳
し
方
に
表
れ
て

い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
で
言
え
ば
「
利
他
真
実
の
信
心
」
の
世
界
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
利
他
真
実
の
信
心
」
こ
そ
「
長
生
不
死
の
神
方
」、
あ
る
い
は
浄
土
文
類
聚
鈔
で

は
「
長
生
不
死
の
妙
術
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
不
死
な
の
で
す
。
不
死
の
身
と
な
る
、
無
量
寿
の
存
在
と
な
る
と
い
う
の
が
、
横
超
断
四
流
の
「
大

信
心
」
の
利
益
で
あ
り
ま
す
。「
断
と
い
ふ
は
、
往
相
の
一
心
を
発
起
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
生
と
し
て
ま
さ
に
受
く
べ
き
生
な
し
。
趣
と
し
て
ま
た
到
る
べ
き
趣
な
し
。
す

で
に
六
趣
・
四
生
、
因
亡
じ
果
滅
す
。
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
頓
に
三
有
の
生
死
を
断
絶
す
。
ゆ
ゑ
に
断
と
い
ふ
な
り
。
四
流
と
は
す
な
は
ち
四
暴
流
な
り
。
ま
た
生
老
病
死

な
り
。」
と
、「
往
相
の
一
心
を
発
起
す
る
」「
時
剋
の
極
促
」
に
お
い
て
、
頓
に
三
有
の
生
死
が
断
絶
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

釈
尊
が
捉
え
ら
れ
ま
し
た
「
生
老
病
死
」
が
、
通
俗
的
・
世
間
的
な
意
味
で
の
、
直
線
的
・
時
系
列
的
に
生
か
ら
老
病
を
経
て
死
へ
と
移
行
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る

な
ら
ば
、
仏
教
で
説
か
れ
る
如
き
「
生
老
病
死
」
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
通
俗
的
・
世
間
的
な
意
味
で
の
生
老
病
死
で
あ
る
な
ら
ば
、
誰
だ

っ
て
だ
ん
だ
ん
老
化
現
象
を
経
験
す
れ
ば
苦
し
く
な
る
し
、
そ
し
て
病
気
に
な
れ
ば
健
康
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
来
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
い

よ
い
よ
臨
終
の
死
が
迫
っ
て
来
ま
し
た
な
ら
ば
、
今
盛
ん
に
世
間
で
「
終
活
」
と
い
う
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
何
と
か
い
ろ
い
ろ
と
死
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
生
老
病
死
は
す
べ
て
、
親
鸞
聖
人
の
浄
土
仏
教
に
お
い
て
は
、「
信
一
念
」
の
「
時
剋
の
極
促
」
に
「
利
他
真
実
の
信
心
」
の
獲
得
・
開
発
に
よ
っ
て
、
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因
果
共
に
超

さ
れ
断
絶
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
宗
教
的
事
実
が
現
生
正
定
聚
位
の
体
解
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
死
ん
で
も
、
ど
こ
で
死
ん
で
も
、
ど

ん
な
死
に
方
で
も
、「
利
他
真
実
の
信
心
」
の
獲
得
者
は
、
す
で
に
長
生
不
死
の
身
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
大
信
心
」
は
「
長
生
不
死
の
神

方
」
と
言
わ
れ
、「
長
生
不
死
の
妙
術
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、
特
に
「
利
他
真
実
の
信
心
」
獲
得
の
念
仏
者
は
、
現
生
正
定
聚
位
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
日
常
生
活
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、
す
で
に
長
生
不

死
の
身
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
実
は
浄
土
真
宗
で
は
も
っ
と
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
北
米
開
教
・
ハ
ワ
イ
開
教
な
ど
海
外

伝
道
で
も
実
践
さ
れ
て
行
く
と
い
い
の
で
は
な
い
か
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
来
ま
す
と
、
従
来
の
葬
儀
の
在
り
方
が
抜
本
的
に
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浄
土
真
宗
は
ま
さ
し
く
平
生
業
成
の
仏
教
で
あ
り
、
単
な
る
死
後
の
救
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
そ
れ
真
実
の
信
楽
を
案
ず
る
に
、
信
楽
に
一
念
あ
り
。
一
念
と
は
こ

れ
信
楽
開
発
の
時
剋
の
極
促
を
顕
し
、
広
大
難
思
の
慶
心
を
顕
す
な
り
。」「
時
剋
の
極
促
」
で
あ
る
「
信
楽
開
発
」
に
こ
そ
、「
生
死
す
な
わ
ち
涅
槃
な
り
」
と
い
わ
れ

る
大
乗
至
極
の
浄
土
真
宗
が
開
顕
さ
れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
を
営
む
「
生
死
」
の
真
っ
只
中
に
お
い
て
、「
生
死
す
な
わ
ち
涅
槃
な
り
」
が
体
解
さ
れ
る
の
で

す
。
浄
土
は
決
し
て
単
に
死
後
の
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
み
な
さ
ま
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
際
に
、
私
は
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
で
い
つ
も
申
し
上
げ
る
の
で
す
が
、
こ
う
し
て
お
忙
し
い
中
、
私
の
拙
い
話
を
お
聞

き
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
み
な
さ
ま
は
、
私
に
回
施
さ
れ
ま
し
た
「
利
他
真
実
の
信
心
」
の
「
仏
心
」
か
ら
見
ま
す
と
、
お
浄
土
か
ら
本
日
こ
う
し
て
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

清
和
館
三
階
ホ
ー
ル
に
、
み
な
さ
ま
お
一
人
お
一
人
の
お
姿
を
と
っ
て
、
還
相
さ
れ
て
い
る
菩
薩
方
で
あ
る
と
受
け
と
め
た
い
の
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
に
リ
ア
ル
に
思
え
る
の
で
す
。

ご
出
席
の
皆
様
、
長
時
間
ご
清
聴
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答

能
仁：

武
田
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
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川
添：

貴
重
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
の
お
話
の
メ
イ
ン
の
と
こ
ろ
は
翻
訳
の
問
題
、「
信
心
」
の
問
題
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
出
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。「
信
心
」
は
、fa

ith

かsh
in
jin

か
、
結

論
と
し
て
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

武
田：

大
事
な
ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
、
川
添
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
結
論
はfa

ith

で
す
。sh

in
jin

は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
伝
道
・
教

化
す
る
と
い
う
視
点
で
は
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
三
つ
の
視
座
で
はfa

ith

の
方
が
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
れ
は
実

際
に
現
象
と
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
で
す
が
、sh

in
jin

を
使
わ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
親
鸞
聖
人
を
正
統
に
理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
に
繫
が
り
か

ね
な
い
。
そ
れ
が
「
踏
み
絵
」
と
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、
私
の
経
験
に
お
い
て
は
、sh

in
jin

の
ま
ま
で
は
、
諸
宗
教
間
対
話
の
現
場
に
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
も
対
話
自
体
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
悪
の
場
合
に
は
、
生
産
的
な
対
話
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
私
はfa

ith

派
で
す
。
ち
な
み
に
長
尾
雅
人
先
生
はfa

ith

派
で
あ
り
ま
し
た
。

実
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、C

W
S

に
お
い
てsh
in
jin

の
箇
所
を
全
部fa

ith

に
転
換
さ
せ
て
読
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
私
自
身
も
驚
き
ま
し
た
が
、「
信
心
」
を
音

写sh
in
jin

に
し
な
く
て
も
親
鸞
聖
人
の
ご
文
自
体
か
ら
、fa

ith

に
関
し
て
、
聖
人
ご
自
身
独
自
の
貴
重
な
教
学
的
意
義
が
明
確
に
顕
彰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

で
す
。
そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
は
な
い
よ
う
なfa

ith
理
解
が
見
出
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
学
生
や
神
学
者
た
ち
が
読
む
と
、

大
切
な
宗
教
対
話
の
成
果
と
な
り
ま
す
。
逆
にsh

in
jin

で
は
あ
ま
り
望
め
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
再
度
申
し
上
げ
ま
す
が
、
私
はsh

in
jin

を
全

面
的
に
否
定
す
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
添：

も
う
一
つ
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
今
ア
メ
リ
カ
で
はen

tru
st

と
い
う
言
葉
で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
信
心
で
も
な
け
れ
ばfa

ith

で

も
な
い
と
い
う
形
に
お
そ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

武
田：

そ
れ
は
、C

W
S

か
ら
も
も
う
そ
う
い
う
こ
と
が
出
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、「
信
心
」
と
い
う
の
は
日
本
語
で
は
名
詞
で
す
。
で
は
、
本
願
を
「
信
ず
る
」

と
か
念
仏
を
「
信
ず
る
」
と
い
う
時
、sh

in
jin

で
は
動
詞
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
動
詞
で
使
う
場
合
は
何
と
英
訳
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
に
は

en
tru
st

「
任
せ
る
、
ゆ
だ
ね
る
」
を
使
い
ま
す
。
ま
た
「
帰
命
、
南

す
る
」
に
もta

k
in
g refu

g
e to

、en
tru
stin

g o
n
eself to

と
英
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
添：

た
だ
、
土
着
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
先
生
は
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
メ
ン
バ
ー
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
と
い
う
の
が
ど
う
し
て
も
メ
イ
ン
の
形
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に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

武
田：
土
着
化
で
す
ね
。

川
添：

え
え
。
ア
メ
リ
カ
に
真
宗
が
土
着
化
し
て
。

武
田：

土
着
化
と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
初
め
は
、
現
地
の
方
に
受
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
中
国
で
の
漢
訳
と
同
様
に
、
か
な
り
キ
リ
ス
ト
教

的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
英
訳
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
儀
礼
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
的
で
し
た
。
特
に
ハ
ワ
イ
開
教
区
に
参
り
ま
す
と
、
仏
歌
、
あ
れ
も
キ
リ
ス
ト

教
の
賛
美
歌
を
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
と
言
っ
て
大
変
嫌
が
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
う
い
う
形
で
入
っ
て
い
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
こ
か
ら
現
地
の

方
々
に
よ
っ
て
新
し
く
ふ
さ
わ
し
い
讃
歌
が
作
ら
れ
て
行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
漢
訳
の
経
・
論
・
釈
が
英
訳
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
真
諦
・
羅

什
・
玄

な
ど
の
三
蔵
法
師
、
さ
ら
に
法
然
聖
人
・
親
鸞
聖
人
の
よ
う
な
方
々
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
英
語
圏
の
諸
国
に
お
い
て
も
輩
出
し
て
来
ら
れ
、

は
じ
め
て
新
た
な
展
開
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

能
仁：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
間
が
参
っ
た
よ
う
で
す
。
仏
典
翻
訳
を
単
に
言
葉
を
置
き
換
え
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
思
想
が
あ
る
、
あ
る
い
は

宗
教
に
基
づ
い
た
生
き
ざ
ま
が
あ
る
と
い
う
お
話
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
議
論
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

武
田：

実
はC

W
S

は
ど
こ
ま
で
も
暫
定
的
に
英
訳
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
中
に
い
ろ
い
ろ
と
こ
こ
は
誤
訳
で
は
な
い
か
と
か
、
種
々
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
な
ら
ば
、
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
国
際
部
ま
で
ご
報
告
願
い
ま
す
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
行
く
と
そ
う
い
う
ご
指
摘
を
受
け
て
い
ま

す
。

能
仁：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
一
度
先
生
に
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
み
な
さ
ま
、
天
候
が
悪
い
で
す
け
れ
ど
も
、
お
気
を
つ
け
て
お
帰
り

く
だ
さ
い
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

註１
）
『
論
註
』
の
英
訳
と
し
て
は
稲
垣
久
雄
博
士
の
翻
訳
書
が
す
で
に
上
梓
さ
れ
て

い
る
。

２
）

藤
田
宏
達
博
士
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
第
一
節

無
量
寿
経

、
第
一
章

浄

土
三
部
経
の
資
料
と
形
態
、
四

中
国
思
想
の
影
響
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、

九
四

九
五
頁
。

３
）

拙
著
『
親
鸞
浄
土
仏
教
と
西
田
哲
学
』
第
一
篇
第
四
章
「
絶
対
無
」
参
照
。
永

田
文
昌
堂
、
一
九
九
一
年
、
一
三
一

一
六
三
頁
。
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４
）

西
谷
啓
治
著
「
宗
教
と
は
何
か
」（『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
十
巻
、
創
文
社
）

５
）
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n
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S
h
erb

u
rn
e,
T
h
e F

ree P
ress,

N
ew
 
Y
o
rk
,
1978.21.

６
）

野
上
俊
静
著
『
中
国
浄
土
三
祖
伝
』（
文
栄
堂
、
一
九
七
〇
年
）
一
四
頁
。

７
）

同
、
五
五
頁
。

８
）

曇
鸞
『
論
註
』
上
巻
、『
大
正
大
蔵
経
』
第
四
十
巻
、
八
二
六
頁
中
。『
真
聖

全
』
Ⅰ
二
八
〇
頁

９
）
『
魏
書
』「
釈
老
志
」
に
依
る
。
な
お
、
そ
の
詳
細
な
研
究
書
と
し
て
、
塚
本
善

隆
著
『
魏
書
釈
老
志
の
研
究
』（『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
一
巻
、
大
東
出
版
社
、

一
九
七
四
年
）
が
あ
る
。
同
書
に
は
、
巻
首
に
『
魏
書
』「
釈
老
志
」
の
原
文

（
上
海
商
務
印
書
館
景
印
の
百
衲
本
）
の
写
真
版
が
収
載
さ
れ
、
そ
の
訳
注
が
な

さ
れ
て
い
る
。
い
ま
の
武
帝
に
よ
る
第
一
回
の
廃
仏
に
つ
い
て
は
、
同
『
著
作

集
』
一
八
四
頁

一
八
九
頁
参
照
。

10
）
『
真
聖
全
』
第
一
巻
、
三
〇
三
頁
。

11
）

同
、
浄
土
論
大
綱
、
興
起
体
製
（『
七
祖
註
釈
版
』n

o
.2

四
八

四
九
頁
）。

12
）

同
、
総
説
分
、
観
察
門
、
衆
生
世
間
、
仏
、
身
業
功
徳
（『
七
祖
註
釈
版
』n

o
.

30

八
一
頁
）。

13
）

同
巻
下
、
解
義
分
、
起
観
生
信
章
（『
七
祖
註
釈
版
』n

o
.53

一
〇
五

一
〇
六

頁
）。

14
）

同
、（『
七
祖
註
釈
版
』n

o
.54

一
〇
六

一
〇
七
頁
）。

15
）

服
部
仙
順
著
「
曇
鸞
の
流
支
観
経
伝
授
考
」（『
浄
土
学
』
第
七
輯
、
一
九
三
四

年
、
六
三
頁
）

九
一
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